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1. はじめに

第 1 部では、Armadillo を使った組み込みシステムを構築する方法の全体像について説明を行いまし
た。また、第 2 部では、システムの開発段階で役に立つ、より実践的な事柄について説明しました。第
3 部では、特別なデバイスを扱うなど具体的な事例を取り上げ、Howto 形式で紹介します。

1.1. 対象読者
本書が主な対象読者としているのは、Armadillo を使って組み込みシステムを開発したいと考えている

ソフトウェア開発者です。ソフトウェア開発者は、少なくとも C 言語での開発経験が必要です。Linux
や Armadillo を使用した開発の経験が少ない場合や開発の全体像を把握していない場合は、第 1 部から
読むことをお勧めします。

1.2. 表記方法
本書で使用している表記方法について説明します。

1.2.1. 使用するフォント
フォントは以下のものを使用します。

表 1.1 使用するフォント

フォント例 使用箇所
本文中のフォント 本文

等幅 コマンド入力例やソースコード
太字 ユーザーが入力する文字
斜体 状況によって置き換えられるもの
下線 キー入力

1.2.2. コマンド入力例の表記方法
1.2.2.1. Linux システムの場合

Linux システムでの端末からのコマンド入力例は、以下のように表記します。

[PC ~/]$ ls

図 1.1 コマンド入力表記例(Linux システム)

「[PC ~/]$」の部分をプロンプトと呼びます。プロンプトに続いてコマンドを入力してください。

「PC」の部分は、コマンドを実行する環境によって使い分けます。実行環境には、以下のものがありま
す。
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表 1.2 コマンドの実行環境と対応する表記

表記 実行環境
PC 作業用 PC
ATDE ATDE(Atmark Techno Development Environment[1])
armadillo Armadillo(Atmark Dist で作成したユーザーランドの場合)
darmadillo Armadillo(ユーザーランドが Debian GNU/Linux の場合)

[1]アットマークテクノ社製品用の開発環境

「~/」の部分は、カレントディレクトリのパスを表します。

「$」の部分は、コマンドを実行するユーザーの種類によって使い分けます。ユーザーの種類には、以
下の二種類があります。

表 1.3 ユーザーの種類と対応する表記

表記 権限
# 特権ユーザー
$ 一般ユーザー

1.2.2.2. 保守モードの場合

Armadillo を保守モードで起動した場合のコマンド入力例は以下のように表記します。

hermit> info

図 1.2 コマンド入力表記例(保守モード)

保守モードでは、プロンプトは「hermit>」となります。プロンプトに続いてコマンドを入力してくだ
さい。

1.2.3. コラムの表記方法
本書では、随所にコラムを記載しています。コラムの内容によって、以下の表記を用います。

メモ
用語の説明や補足的な説明は、このアイコンで示します。

ヒント
知っていると便利な情報は、このアイコンで示します。

Armadillo 実践開発ガイド はじめに

10



注意
ユーザーの注意が必要な情報は、このアイコンで示します。このアイコン
が付いているコラムの内容に従わない場合、ハードウェアやシステムを破
壊したり、以降の作業に支障をきたす場合があります。再度、ご確認くだ
さい。

注意: 本書の内容を実践する前に
ご使用になる製品のマニュアル(ハードウェアマニュアル、ソフトウェアマ
ニュアル、その他関連資料)をよく読み、それらに記述されている注意事項
に従って正しく安全にお使いください。

1.3. サンプルソースコード
本書で紹介するサンプルソースコードは、http://download.atmark-techno.com/armadillo-guide/

source/ からダウンロードできます。サンプルソースコードは、MIT ライセンス[1]の下に公開します。

1.4. 困った時は
本書を読んでわからなかったり困ったことがあった際は、ぜひ Armadillo 開発者サイト[2]で情報を探

してみてください。本書には記載しきれていない FAQ や Howto が掲載されています。

Armadillo 開発者サイトでも知りたい情報が見つからない場合は、Armadillo シリーズに関する話題を
扱う「Armadillo メーリングリスト」[3]で質問してみてください。多くのユーザーや開発者が参加してい
るので、知識のある人や同じ問題で困ったことがある人から情報を集めることができます。

メーリングリストに参加するための心構え
Armadillo メーリングリストには、現在までに数百人のユーザーが参加し
ています。メーリングリストに送られたメールは、メーリングリスト参加
者すべてに送られます。それらのメールはアーカイブとして保存され、
Web 上で誰でも閲覧可能な状態になり、過去に投稿されたメールを検索
することもできます[4]。

メーリングリストには多くの人が参加していますので、そこにはマナーが
存在します。一般的な対人関係と同様に、受け取り手に対して失礼になら
ないよう配慮はすべきです。とはいえ、技術的に簡単なものであるとか、
ちょっとした疑問だからという理由で、投稿をためらう必要はありませ
ん。Armadillo に関係のある内容であれば、難しく考えることなく気軽に
お使いください。

[1]http://opensource.org/licenses/mit-license.php
[2]http://armadillo.atmark-techno.com
[3]http://armadillo.atmark-techno.com/mailinglists
[4]投稿者のメールアドレスのみ、スパムメール対策として Web 上では秘匿されます。

Armadillo 実践開発ガイド はじめに

11

http://download.atmark-techno.com/armadillo-guide/source/
http://download.atmark-techno.com/armadillo-guide/source/
http://opensource.org/licenses/mit-license.php
http://armadillo.atmark-techno.com
http://armadillo.atmark-techno.com/mailinglists


適切な質問をすると、適切なアドバイスが得られる可能性が高まります。
その逆もまた然りです。メーリングリストに不慣れな方は、質問する前に

「技術系メーリングリストで質問するときのパターン・ランゲージ」[5] あ
たりをご一読されることをお勧めします。

1.5. お問い合わせ先
本書に関するご意見やご質問は、Armadillo メーリングリスト[6] にご連絡ください。

何らかの事情でメーリングリストが使えない場合は、以下にご連絡ください。

株式会社アットマークテクノ
〒 060-0035 北海道札幌市中央区北 5条東 2丁目 AFT ビル
電話        011-207-6550
FAX         011-207-6570
電子メール  sales@atmark-techno.com

1.6. 商標
Armadillo は、株式会社アットマークテクノの登録商標です。その他の記載の商品名および会社名は、

各社・各団体の商標または登録商標です。™、®マークは省略しています。

1.7. ライセンス
本書は、クリエイティブコモンズの表示-改変禁止 2.1 日本ライセンスの下に公開します。ライセンス

の内容は http://creativecommons.org/licenses/by-nd/2.1/jp/ でご確認ください。

図 1.3 クリエイティブコモンズライセンス

1.8. 謝辞
Armadillo や ATDE で使用しているソフトウェアの多くは Free Software/Open Source Software

で構成されています。Free Software/Open Source Software は世界中の多くの開発者や関係者の貢
献によって成り立っています。この場を借りて感謝の意を表します。

[5]結城浩氏によるサイトより http://www.hyuki.com/writing/techask.html
[6]http://armadillo.atmark-techno.com/mailinglists
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2. ハードウェア機能をカスタマイズする

本章では、Armadillo-400 シリーズのハードウェア機能をカスタマイズする方法について説明します。

2.1. シリアルインターフェース
2.1.1. コンソールとして別のシリアルインターフェースを使用する

Armadillo-400 シリーズは、標準状態でシリアルインターフェース 1(CON3)をコンソールとして使用
します。コンソールには、起動ログやカーネルメッセージなどが出力されるため、標準の設定ではシリ
アルインターフェース 1 に外部機器を接続して使用するといったことはできません。ここでは、コンソー
ルとして別のシリアルインターフェースを使用する方法について説明します。例として、コンソールを
シリアルインターフェース 2(CON9 3、CON9 5)に変更します。

第 1 部「起動の仕組み」でも説明したように、コンソールに文字を表示するプログラムには、ブート
ローダー、Linux カーネル、ユーザーランドアプリケーションプログラムの 3 種類があります。

まず、ブートローダーの起動ログとカーネルメッセージを出力する先を変更します。カーネルメッセー
ジの出力先は、カーネルパラメータの console オプションで指定できます。カーネルパラメータは、ブー
トローダーの setenv コマンドで設定します。ブートローダーは、console オプションが指定されている
場合、それと同じシリアルインターフェースに起動ログを出力します。

カーネルパラメータを設定するには、Armadillo を保守モードで起動して、「図 2.1. コンソールをシリ
アルインターフェース 2 に変更する」のように、使用するシリアルデバイスのデバイスファイル名を入
力します。シリアルインターフェースとデバイスファイルの対応は、「Armadillo-400 シリーズ ソフト
ウェアマニュアル」の「UART」の章を参照してください。

hermit> setenv console=ttymxc2

図 2.1 コンソールをシリアルインターフェース 2 に変更する

現在のカーネルパラメータは、setenv コマンドを引数なしで実行することで確認できます。また、カー
ネルパラメータの指定を解除し、標準状態にもどすには、clearenv コマンドを使用します。

hermit> setenv
1: console=ttymxc2

図 2.2 カーネルパラメータの確認

console=ttymxc2 を指定した状態で起動すると、起動ログやカーネルメッセージなどはシリアルイン
ターフェース 2 に出力されるようになります。但し、ログインプロンプトはまだシリアルインターフェー
ス 1 に出力されます。

Armadillo 実践開発ガイド ハードウェア機能をカスタマイズする
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atmark-dist v1.27.1 (AtmarkTechno/Armadillo-440)
Linux 2.6.26-at13 [armv5tejl arch]

armadillo440-0 login: 

図 2.3 ログインプロンプトの表示

ログインプロンプトをシリアルインターフェース 2 に表示するには、/etc/inittab と/etc/securetty
を修正する必要があります。標準の、Atmark Dist で作成したユーザーランドの場合、/etc/inittab は

「図 2.4. 標準の inittab」のようになっています。3 行目の ttymxc1 を ttymxc2 に変更すると、ログイ
ンプロンプトをシリアルインターフェース 2 に表示するようになります。また、/etc/securetty は

「図 2.5. 標準の securetty」のようになっています。ttymxc2 を追加すると、シリアルインターフェース
2 に表示されたログインプロンプトから、root ユーザーでログインできるようになります。

::sysinit:/etc/init.d/rc

::respawn:/sbin/getty -L 115200 ttymxc1 vt102
#::respawn:/sbin/getty 38400 tty1 linux

::shutdown:/etc/init.d/reboot
::ctrlaltdel:/sbin/reboot

図 2.4 標準の inittab

ttymxc1
tty1

図 2.5 標準の securetty

inittab や securetty を変更するには、ユーザーランドを再構築する必要があります。第 1 部「Atmark
Dist を使ったルートファイルシステムの作成」などを参照し、使用するプロダクト用に基本的な設定を
して、一度ビルドした Atmark Dist を用意してください。そして、atmark-dist/vendors/AtmarkTechno/
プロダクト名/etc/inittab と atmark-dist/vendors/AtmarkTechno/プロダクト名/etc/securetty を

「図 2.6. ログインプロンプトをシリアルインターフェース 2 にした inittab」、「図 2.7. シリアルインター
フェース 2 からの root ログインを許可した securetty」に示すように修正してユーザーランドをビルド
し、作成されたルートファイルシステムイメージ(romfs.img.gz)を Armadillo のフラッシュメモリのユー
ザーランド領域に書き込んでください。Armadillo を再起動すると、ログインプロンプトもシリアルイン
ターフェース 2 に表示されるようになります。

::sysinit:/etc/init.d/rc

::respawn:/sbin/getty -L 115200 ttymxc2 vt102
#::respawn:/sbin/getty 38400 tty1 linux

::shutdown:/etc/init.d/reboot
::ctrlaltdel:/sbin/reboot

図 2.6 ログインプロンプトをシリアルインターフェース 2 にした inittab
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ttymxc1
ttymxc2
tty1

図 2.7 シリアルインターフェース 2 からの root ログインを許可した securetty

ユーザーランドを Debian GNU/Linux で構築している場合は、/etc/inittab のログインプロンプトに
関連する部分は「図 2.8. Armadillo-400 シリーズ用 Debian GNU/Linux の inittab(抜粋)」のようになっ
ています。ログインプロンプトをシリアルインターフェース 2 に出力するには、ttymxc1 を ttymxc2
に変更します。また、securetty は、「図 2.9. Armadillo-400 シリーズ用 Debian GNU/Linux の
securetty(抜粋)」のようになっているので、ttymxc2 を追加します。

# Example how to put a getty on a serial line (for a terminal)
#
#T0:23:respawn:/sbin/getty -L ttyS0 9600 vt100
#T1:23:respawn:/sbin/getty -L ttyS1 9600 vt100
T0:23:respawn:/sbin/getty -L ttymxc1 115200 vt100

図 2.8 Armadillo-400 シリーズ用 Debian GNU/Linux の inittab(抜粋)

# MXC serial ports
ttymxc0
ttymxc1

図 2.9 Armadillo-400 シリーズ用 Debian GNU/Linux の securetty(抜粋)

2.1.2. コンソールへの出力を止める
実際の製品においては、コンソールが使える事自体が問題となる場合もあるでしょう。コンソールへ

の出力を止めるのも、「2.1.1. コンソールとして別のシリアルインターフェースを使用する」と同様の手
順で行うことができます。

コンソールへの出力を止めるには、カーネルパラメータの console に none を指定します。　

hermit> setenv console=none

図 2.10 コンソールへの出力を止める

また、/etc/inittab の getty に関する行は、削除するかコメントアウトします。/etc/securetty に関
する設定は、ログインプロンプトを表示しなければ関係ないので、そのままで構いません[1]。

[1]もちろん、セキュリティ面を考慮すれば、securetty にはログインを許可するインターフェースのみを記述すべきです。

Armadillo 実践開発ガイド ハードウェア機能をカスタマイズする

15



::sysinit:/etc/init.d/rc

#::respawn:/sbin/getty -L 115200 ttymxc1 vt102
#::respawn:/sbin/getty 38400 tty1 linux

::shutdown:/etc/init.d/reboot
::ctrlaltdel:/sbin/reboot

図 2.11 ログインプロンプトを表示しない(標準の inittab)

# Example how to put a getty on a serial line (for a terminal)
#
#T0:23:respawn:/sbin/getty -L ttyS0 9600 vt100
#T1:23:respawn:/sbin/getty -L ttyS1 9600 vt100
#T0:23:respawn:/sbin/getty -L ttymxc1 115200 vt100

図 2.12 ログインプロンプトを表示しない(Armadillo-400 シリーズ用 Debian GNU/Linux の
inittab)

2.2. I2C 接続 A/D コンバーター
Armadillo-400 シリーズでは、CON11 と CON14 に I2C バスが出ており、外部のデバイスと接続す

ることができます。Armadillo-400 シリーズ LCD 拡張ボードや Armadillo-400 シリーズ RTC オプショ
ンモジュール、Armadillo-400 シリーズ WLAN モジュールでは、I2C バスにリアルタイムクロックを接
続しています。ここでは、I2C バスに A/D コンバーターを接続する方法を紹介します。

使用するソフトウェア、デバイスは以下のとおりです。

1. Linux カーネル: linux-2.6.26-at13

2. A/D コンバーター: PCF8591(NXP 社製)

2.2.1. I2C 概要
I2C(Inter Integrated Circuit)は、IC 間のデータ転送に使われる 2 線式の通信方式です。正式には I2C

と記述し、I-squared-C(アイ・スクエアド・シー)と読みます。[2]

I2C ではシリアルデータライン(SDA)とシリアルクロック(SCL)の 2 本の信号線のみを使用して通信を
おこないます。この 2 本の信号線に複数のデバイスを接続し、バスを構成することができます。I2C バ
スに接続するデバイスの出力段はオープンドレイン(またはオープンコレクタ)とし、信号線はプルアップ
します。そのため、全てのデバイスが High を出力しているときだけ信号線は High となり、どれかひと
つのデバイスが Low を出力すると信号線は Low となります[3]。

I2C バスに接続されたデバイスは、その役割によってマスタとスレーブに分かれます。マスタとスレー
ブは、一つの I2C バスにそれぞれ複数接続することができます。通信は必ずマスタが開始し、バスに接
続されたスレーブとデータのやりとりを行います。スレーブはそれぞれ固有のアドレスを持っており、
マスタはアドレスを指定することで通信をおこなうスレーブを特定します。Armadillo-400 シリーズは、
I2C マスタとなることができます。
[2]I2C と書かれることから、アイ・ツー・シーと発音される場合もあります。
[3]このような接続を、ワイヤード・AND といいます。
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I2C では、1 クロックにつき 1bit のデータの転送を行います。そのため、データ転送速度はクロック
の速度によって決まります。I2C にはいくつかのモードがあり、モードごとに転送速度の上限が決まって
います。標準モードでは 0 から 100kbit/sec、ファーストモードでは 400kbit/sec まで、ハイスピード
モードでは 3.4Mbit/sec までとなっています。Armadillo-400 シリーズは、ファーストモードまで対応
しています。

データの転送はクロックに同期して行われます。クロックは転送を開始するマスタが生成します。SCL
が High の時に SDA を High から Low に変化させることで転送が開始されます。これをスタートコン
ディションと呼びます。また、SCL が High の時に SDA を Low から High に変化させることでデータ
の転送を終了します。これをストップコンディションといいます。スタートコンディションとストップ
コンディションの発行は、必ずマスターによって行われます。

I2C では、1 回の転送で複数のバイトを送受信することができます。各バイトの長さは必ず 8bit にな
ります。データは最上位ビット(MSB)から順に送信されます。SCL が High の時の SDA のレベルによっ
て、論理が 0(SDA=Low)か 1(SDA=High)かが決定します。SCL が High の間、SDA のレベルは一定で
なければなりません。SDA のレベルを変更できるのは、SCL が Low の時だけです。

各バイト(8bit)の転送ごとに、アクノリッジ(ACK)が必要になります。受信側は、正常に通信がおこな
えている場合、アクノリッジ信号として、SDA を Low にします。アクノリッジ信号として SDA を High
にすることで、送信側にデータの終了を知らせることができます。

図 2.13 I2C プロトコル

2.2.2. サンプル回路
今回使用する A/D コンバーター PCF8591 は、以下の特長を持ちます。

1. 単一電源(2.5V から 6V)動作

2. I2C 接続

3. 3 つのハードウェアピンでアドレス指定可能

4. オンチップ サンプルアンドホールド回路

5. 8bit 分解能逐次比較型 A/D 入力×4

6. 8bit 分解能 D/A×1

Armadillo-400 シリーズと、A/D コンバーターとの接続を「図 2.14. I2C 接続 A/D コンバーター回
路図」に示します。Armadillo-400 シリーズの CON14 から出ている I2C2 に PCF8591 を接続します。
アドレスを指定する A0、A1、A2 ピンは全てプルダウンしておきます。AIN0 から AIN3 ピンがアナロ
グ入力ピンです。アナログ入力にかかる電圧を、20kΩ の可変抵抗で変えられるようにしています。リ
ファレンス電圧 VREF に電源電圧と同じ 3.3V を入力しているため、0V から 3.3V の範囲のアナログ入
力を 8bit(256 段階)のデジタル値に変換します。
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図 2.14 I2C 接続 A/D コンバーター回路図

2.2.3. PCF8591 通信プロトコル
PCF8591 は内部にレジスタを持っており、レジスタの値を変更することで、デバイスの機能を変更す

ることができます。レジスタへの書き込みは、「図 2.15. PCF8591 通信フォーマット(コントロールバイ
ト書き込み)」に示すフォーマットにしたがっておこないます。

図 2.15 PCF8591 通信フォーマット(コントロールバイト書き込み)

まず、マスタがスタートコンディションを発行し、アドレスバイトを送信します。スレーブからの ACK
が返ってきたら、続いてコントロールバイトを送信します。再びスレーブからの ACK が返ってきたら、
ストップコンディションを発行して、レジスタへの書き込みを完了します。

アドレスバイトのフォーマットを「図 2.16. PCF8591 通信フォーマット(アドレスバイト)」に示しま
す。上位 7bit でスレーブのアドレスを指定します。A2、A1、A0 は、それぞれ PCF8591 の A2、A1、
A0 ピンのレベルに対応した値とします。今回の例では全てプルダウンしたので、A2、A1、A0 は全て
0 を指定します。書き込み転送の場合は、R/W*を 0 とします。

図 2.16 PCF8591 通信フォーマット(アドレスバイト)

コントロールバイトのフォーマットを「図 2.17. PCF8591 通信フォーマット(コントロールバイト)」
に示します。AOE はアナログ出力有効の場合、1 を指定します。AISEL1 と AISEL0 で、どのようにア
ナログ入力ピンを使用するか指定します。シングルエンド(方線接地)入力×4 とする場合は 0b00、ディ
ファレンシャル(差動)入力×3 とする場合は 0b01、シングルエンド入力×2+ディファレンシャル入力×1
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とする場合は 0b10、ディファレンシャル入力×2 とする場合は 0b11 となります。AINC はオートイン
クリメント有効の時、1 を指定します。CH1 と CH0 にはアナログ入力に使用するチャンネルを指定し
ます。今回の例では、AOE、AISEL1、AISEL0、AINC を全て 0 とします。

図 2.17 PCF8591 通信フォーマット(コントロールバイト)

PCF8591 からデータを読み出すと、CH で指定したチャンネルの値を得ることができます。データの
読み出しは、「図 2.18. PCF8591 通信フォーマット(データバイト読み出し)」に示すフォーマットでお
こないます。

図 2.18 PCF8591 通信フォーマット(データバイト読み出し)

まず、マスタがスタートコンディションを発行し、アドレスバイトを送信します。スレーブはアドレ
スバイトへの ACK を返し、続いてデータバイトを送信します。マスタはデータバイトを受信したあと、
続けてデータが欲しい場合は ACK を返します。データバイトの受信を終了したい場合は NACK を返し、
ストップコンディションを発行します。

アドレスバイトのフォーマットは、R/W*が 1 になる以外、コントロールバイト書き込みの場合と同じ
です。

データバイトのフォーマットを「図 2.19. PCF8591 通信フォーマット(データバイト)」に示します。
PCF8591 では、アクノリッジ信号のトレイリングエッジで、指定されたチャンネルの入力電圧がサンプ
ルされ、データバイトの送信中に A/D 変換がおこなわれます。そのため、データバイトで転送される値
は、一つ前のデータバイト送信中に変換された値となります。なお、パワーオンリセット後の最初のデー
タバイトで転送される値は、0x80 となります。
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図 2.19 PCF8591 通信フォーマット(データバイト)

2.2.4. i2cdev ドライバー
一般的に、I2C 接続のデバイスを Linux システムで使用する場合、I2C スレーブデバイス用のデバイ

スドライバーを作成して、デバイスの制御をおこないます。今回は、PCF8591 専用のデバイスドライ
バーを作成するのではなく、汎用の i2cdev ドライバーを使用することにします。i2cdev ドライバーを
使用すると、デバイスファイルインターフェースを経由して、ユーザーランドで動作するアプリケーショ
ンプログラムからデバイスの制御をおこなうことができます。Armadillo-400 シリーズでは、標準のカー
ネルで i2cdev ドライバーが有効になっているため、特に何も設定しなくとも使用可能です。

i2cdev ドライバーでは、/dev/i2c-N(N は 0 から始まる数値文字)デバイスファイルに対して、open/
close/read/write/ioctl システムコールを発行することで、I2C デバイスの制御をおこないます。
Armadillo-400 シリーズで使用できるデバイスファイルを「表 2.1. I2C バスとデバイスファイルの対
応」に示します。

表 2.1 I2C バスとデバイスファイルの対応
I2C バス コネクタ デバイスファイル
I2C1 なし[1] /dev/i2c-0
I2C2 CON14 /dev/i2c-1
I2C3 CON11 /dev/i2c-2

[1]ボード内蔵バスとして使用。

アプリケーションプログラムで I2C デバイスの制御をおこなうには、まず、デバイスファイルをオー
プンします。

int fd;

fd = open("/dev/i2c-0", O_RDWR);

図 2.20 I2C デバイスファイルのオープン

デバイスをオープンした後、通信を行うスレーブデバイスを特定するため、スレーブデバイスのアド
レスを設定します。これには、ioctl システムコールを使用します。I2C_SLAVE などの i2cdev を使用す
る際に必要となる定義は、<linux/i2c-dev.h>で定義されています。

#include <linux/i2c-dev.h>

int addr = 0x40; /* The I2C address */

ioctl(fd, I2C_SLAVE, addr);

図 2.21 I2C スレーブデバイスのアドレス指定

I2C スレーブデバイスとのデータ転送をおこなうには、単純に read/write システムコールを実行する
だけです。スタート/ストップコンディションの発行、アドレスバイトの生成と送信、アクノリッジの処
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理などは、全てドライバーがおこなってくれるので、アプリケーションプログラム側ではそれらを意識
する必要はありません。

i2cdev ドライバーに関する詳しい情報は、linux-2.6.26-at13/Documentation/i2c/dev-interface を
参照してください。

2.2.5. サンプルプログラム
PCF8591 と通信をおこない、A/D 変換結果を表示するサンプルプログラムを紹介します。プログラ

ムは「図 2.22. PCF8591 を使用した A/D 変換プログラム」に示すように、オプションとしてデバイス
ファイル名と A/D 変換をおこなうチャンネルを指定することにします。

adc_pcf8591 <-d|--device FILENAME> [-c|--channel CHANNEL]

図 2.22 PCF8591 を使用した A/D 変換プログラム

main 関数を「図 2.23. adc_pcf8591.c」に示します。pcf8591_で始まる名前の関数で、実際の制御
をおこないます。main 関数では、以下の処理をおこなっています。

1. pcf8591_open()で、デバイスファイル名とアドレスを指定してデバイスをオープンする

2. pcf8591_read()で、チャンネルを指定してデジタル値を読み出す

3. デジタル値を電圧に変換して表示

4. pcf8591_close()で、デバイスをクローズする

#include <stdio.h>
#include <string.h>
#include <unistd.h>
#include <getopt.h>

#include "pcf8591.h"

#define MAIN_C
#include "exitfail.h"

#define BASENAME(p)   ((strrchr((p), '/') ? : ((p) - 1)) + 1)

#define REF_VOLTAGE     3.3     /* 基準電圧[V] */
#define I2C_ADDR        0x48    /* PCF8591 の I2C アドレス */
#define DEFAULT_CH      0       /* オプションで指定されなかった場合に使用するチャンネル */

static void usage(char *prog)
{
        printf("Usage: %s <-d|--device FILENAME> [-c|--channel CHANNEL]\n", BASENAME(prog));
}

static void parse_arg(int argc, char *argv[], char **device, int *ch)
{
        int c;
        char *endptr;

        *device = NULL;
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        for(;;) {
                int option_index = 0;
                static struct option long_options[] = {
                        /* name,        has_arg,           flag, val*/
                        {"device",      required_argument, NULL, 'd'},
                        {"channel",     required_argument, NULL, 'c'},
                        {0,             0,                 0,    0},
                };

                c = getopt_long(argc, argv, "d:c:",
                                long_options, &option_index);
                if (c == -1)
                        break;

                switch (c) {
                case 'd':
                        *device = optarg;
                        break;
                case 'c':
                        errno = 0;
                        *ch = strtol(optarg, &endptr, 0);
                        if (errno != 0 || optarg == endptr)
                                goto err;

                        if (*ch < PCF8591_CH_MIN || PCF8591_CH_MAX < *ch)
                                goto err;
                        break;
                default:
                        goto err;
                }
        }

        if (*device == NULL)
                goto err;

        return;

err:
        usage(argv[0]);
        exit(EXIT_FAILURE);
}

int main(int argc, char *argv[])
{
        struct pcf8591 *adc;
        char *device;
        int channel = DEFAULT_CH;
        double voltage;
        uint8_t digital_code;
        int ret;

        exitfail_init();

        parse_arg(argc, argv, &device, &channel);

        adc = pcf8591_open(device, I2C_ADDR);
        if (adc == NULL)
                exitfail_errno("pcf8591_open");

Armadillo 実践開発ガイド ハードウェア機能をカスタマイズする

22



        ret = pcf8591_read(adc, channel, &digital_code);
        if (ret != 0)
                exitfail_errno("pcf8591_read");

        voltage = digital_code * REF_VOLTAGE /
                  ((1 << PCF8591_RESOLUTION_BITS) - 1);

        printf("%1.3fV\n", voltage);

        ret = pcf8591_close(adc);
        if (ret != 0)
                exitfail_errno("pcf8591_close");

        return EXIT_SUCCESS;
}

図 2.23 adc_pcf8591.c

実際の処理は「図 2.25. pcf8591.c」に記述してあります。「図 2.24. pcf8591.h」には、「図 2.25.
pcf8591.c」で記述されている関数のプロトタイプ宣言が記述されています。

#ifndef PCF8591_H
#define PCF8591_H

#include <stdint.h>

#define PCF8591_RESOLUTION_BITS 8   /* PCF8591 の分解能(bit) */

#define PCF8591_CH_MIN 0 /* PCF8591 で指定できるアナログ入力チャンネルの最小値 */
#define PCF8591_CH_MAX 3 /* PCF8591 で指定できるアナログ入力チャンネルの最大値 */

struct pcf8591;

struct pcf8591 *pcf8591_open(const char *dev_path, int addr);
int pcf8591_read(struct pcf8591 *adc, int ch, uint8_t *digit);
int pcf8591_close(struct pcf8591 *adc);

#endif /* PCF8591_H */

図 2.24 pcf8591.h

#include <stdlib.h>
#include <unistd.h>
#include <errno.h>
#include <fcntl.h>
#include <ctype.h>
#include <sys/ioctl.h>
#include <sys/types.h>
#include <linux/i2c-dev.h>

#include "pcf8591.h"

#define PCF8591_ADDR_MIN 0x48 /* PCF8591 のアドレスの最小値 */
#define PCF8591_ADDR_MAX 0x4F /* PCF8591 のアドレスの最大値 */
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#define PCF8591_RETRY_MAX 3 /* read()と write()のリトライ回数 */

/* PCF8591 の CONTROL BYTE の設定 */
#define PCF8591_ANALOG_OUTPUT_ENABLE          (1 << 6)
#define PCF8591_ANALOG_OUTPUT_DISABLE         (0 << 6)

#define PCF8591_SINGLE_ENDED                  (0 << 4)
#define PCF8591_THREE_DIFFERENTIAL            (1 << 4)
#define PCF8591_SINGLE_ENDED_AND_DIFFERENTIAL (2 << 4)
#define PCF8591_TWO_DIFFERENTIAL              (3 << 4)

#define PCF8591_AUTO_INCREMENT_ENABLE         (1 << 2)
#define PCF8591_AUTO_INCREMENT_DISABLE        (0 << 2)

#define PCF8591_CH_SHIFT                      (0)

struct pcf8591 {
        int fd;
};

static ssize_t write_uninterruptible(int fd, const void *buf, size_t count,
                                     int retry)
{
        ssize_t ret;
        int i;

        for (i = 0; i < retry; i++) {
                ret = write(fd, buf, count);
                if (ret < 0 && errno != EINTR)
                        return -1;

                if ((size_t)ret == count)
                        return ret;
        }

        errno = ETIMEDOUT;
        return -1;
}

static ssize_t read_uninterruptible(int fd, void *buf, size_t count, int retry)
{
        size_t read_length = 0;
        ssize_t ret;
        int i;

        for (i = 0; i < retry; i++) {
                ret = read(fd, buf + read_length, count - read_length);
                if (ret < 0) {
                        if (errno == EINTR)
                                continue;
                        else
                                return -1;
                }

                read_length += ret;
                if (read_length == count)
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                        return read_length;
        }

        errno = ETIMEDOUT;
        return -1;
}

/**
 * 指定されたデバイスファイルをオープンする
 *
 * @param dev_path  PCF8591 が接続された i2cdev のデバイスファイルへのパス。
 * @param addr      PCF8591 のアドレス。
 *
 * @return 成功すると struct pcf8591 へのポインタを返す。
 *         失敗すると NULL を返す。その際、適切な errno を設定する。
 */
struct pcf8591 *pcf8591_open(const char *dev_path, const int addr)
{
        struct pcf8591 *adc;
        int error;
        int ret;

        if (dev_path == NULL ||
            addr < PCF8591_ADDR_MIN || PCF8591_ADDR_MAX < addr) {
                errno = EINVAL;
                return NULL;
        }

        adc = calloc(1, sizeof(struct pcf8591));
        if (adc == NULL)
                return NULL;

        adc->fd = open(dev_path, O_RDWR);
        if (adc->fd < 0) {
                error = errno;
                goto err1;
        }

        ret = ioctl(adc->fd, I2C_SLAVE, addr);
        if (ret < 0) {
                error = errno;
                goto err2;
        }

        return adc;

err2:
        close(adc->fd);
err1:
        free(adc);
        errno = error;
        return NULL;
}

/**
 * 指定されたチャンネルの値を A/D コンバータにセットし、
 * PCF8591 から A/D 変換結果を読み込む。
 * 読み込んだ A/D 変換結果を digit に格納する。
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 *
 * @param adc    オープン済みの PCF8591 デバイスへのポインタ。
 * @param ch     サンプリングするチャンネル。
 * @param digit  A/D 変換された値が格納される。
 *
 * @return 成功すると 0を返し、digit に A/D 変換された値を格納する。
 *         失敗すると-1 を返す。その際、適切な errno を設定する。
 */
int pcf8591_read(struct pcf8591 *adc, const int ch, uint8_t *digit)
{
        uint8_t buf[2];
        int ret;

        if (adc == NULL || digit == NULL ||
            ch < PCF8591_CH_MIN || PCF8591_CH_MAX < ch) {
                errno = EINVAL;
                return -1;
        }

        buf[0] = PCF8591_ANALOG_OUTPUT_DISABLE |
                 PCF8591_SINGLE_ENDED |
                 PCF8591_AUTO_INCREMENT_DISABLE |
                 (ch << PCF8591_CH_SHIFT);

        ret = write_uninterruptible(adc->fd, buf, 1, PCF8591_RETRY_MAX);
        if (ret < 0)
                return -1;

        /* 現在のアナログ入力を変換した値を取得するために、2バイト読み込む */
        ret = read_uninterruptible(adc->fd, buf, 2, PCF8591_RETRY_MAX);
        if (ret < 0)
                return -1;

        *digit = buf[1];

        return 0;
}

/**
 * 指定された PCF8591 デバイスをクローズする
 *
 * @param adc オープン済みの PCF8591 デバイスへのポインタ。
 *
 * @return 成功すると 0を返す。
 *         失敗すると-1 を返す。その際、適切な errno を設定する。
 */
int pcf8591_close(struct pcf8591 *adc)
{
        int fd;

        if (adc == NULL) {
                errno = EINVAL;
                return -1;
        }

        fd = adc->fd;
        free(adc);
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        return close(fd);
}

図 2.25 pcf8591.c

サンプルプログラムをビルドする makefile を「図 2.26. adc_pcf8591 をビルドする makefile」に
示します。

CROSS   := arm-linux-gnueabi

ifneq ($(CROSS),)
CROSS_PREFIX    := $(CROSS)-
endif

CC      = $(CROSS_PREFIX)gcc
CFLAGS  = -Wall -Wextra -O2 -I../common

TARGET  = adc_pcf8591

all: $(TARGET)

adc_pcf8591: adc_pcf8591.o pcf8591.o
        $(CC) $(CFLAGS) -o $@ $^

clean:
        $(RM) *~ *.o $(TARGET)

%.o: %.c
        $(CC) $(CFLAGS) -c -o $@ $<

図 2.26 adc_pcf8591 をビルドする makefile

adc_pcf8591.c、pcf8591.h、pcf8591.c、Makefile を同じディレクトリに置き、一つ上の common ディ
レクトリに第 2 部でも使用した exitfail.h を置いておきます。make コマンドを実行すると、
adc_pcf8591 がビルドされます。

[ATDE ~/i2c-adc]$ make
arm-linux-gnueabi-gcc -Wall -Wextra -O2 -I../common -c -o adc_pcf8591.o adc_pcf8591.c
arm-linux-gnueabi-gcc -Wall -Wextra -O2 -I../common -c -o pcf8591.o pcf8591.c
arm-linux-gnueabi-gcc -Wall -Wextra -O2 -I../common -o adc_pcf8591 adc_pcf8591.o pcf8591.o

図 2.27 adc_pcf8591 のビルド

生成された adc_pcf8591 を Armadillo にコピーして、実行権限をつけてください。adc_pcf8591 を実行
すると、「図 2.28. adc_pcf8591 コマンドの実行」に示すような結果が得られます。

[armadillo ~]# chmod +x adc_pcf8591
[armadillo ~]# ./adc_pcf8591 --device /dev/i2c-1 --channel 0
3.235V

図 2.28 adc_pcf8591 コマンドの実行
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2.3. SPI 接続 A/D コンバーター
Armadillo-400 シリーズでは、CON9 を SPI バスとして使用することができます。ここでは、SPI バ

スに A/D コンバータを接続する方法を紹介します。

使用するソフトウェア、デバイスは以下のとおりです。

1. Linux カーネル: linux-2.6.26-at13

2. A/D コンバーター: MCP3204(Microchip 社製)

2.3.1. SPI 概要
SPI(Serial Peripheral Interface)は、IC 間のデータ転送に使われる 4 線式の通信方式です。SPI では、

シリアルクロック(SCLK)、マスタアウトプット/スレーブインプット(MOSI)、マスタインプット/スレー
ブアウトプット(MISO)、スレーブセレクト(SS)の 4 本の信号線を使用して通信をおこないます。これら
の信号線に、複数のデバイスを接続してバスを構成することができます。

SPI バスに接続されたデバイスは、その役割によってマスタとスレーブに分かれます。SPI では、1 つ
のバスに 1 つのマスタと複数のスレーブを接続できます。通信は必ずマスタが開始し、バスに接続され
たスレーブとデータのやりとりを行います。マスタは、通信をおこなうスレーブを SS 信号によって特定
します。そのため、通常、スレーブ 1 つにつき 1 本の SS 信号を接続します。Armadillo-400 シリーズ
は、SPI マスタとなることができます。

SPI では、1 クロックにつき 1bit のデータ転送をおこないます。そのため、データ転送速度はクロッ
クの速度によって決まります。Armadillo-400 シリーズは、約 16MHz まで対応できます。

データの転送は、マスタが SS 信号をアサートすることで開始されます。SCLK 信号に同期して、マス
ターからスレーブへのデータを MOSI に出力し、スレーブからマスタへのデータを MISO から入力しま
す。データの入出力をおこなう線が分かれているため、全二重の通信をおこなうことができます。一度
の転送で送受信できるビット数はデバイスごとに異なり、SPI プロトコルとしての制限はありません。

SPI では、クロックのポラリティとフェーズを指定できます。それぞれの設定を CPOL と CPHA で表
します。

1. CPOL=0: クロックを出力していないとき SCLK を Low に保ちます。

a. CPHA=0: クロックの立ち上がりでデータをラッチします。

b. CPHA=1: クロックの立ち下がりでデータをラッチします。

2. CPOL=1: クロックを出力していないとき SCLK を High に保ちます。

a. CPHA=0: クロックの立ち下がりでデータをラッチします。

b. CPHA=1: クロックの立ち上がりでデータをラッチします。

CPOL と CPHA の組み合わせを、SPI モードで表現する場合もあります。

表 2.2 SPI モード
モード CPOL CPHA
0 0 0
1 0 1
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モード CPOL CPHA
2 1 0
3 1 1

図 2.29 SPI プロトコル

2.3.2. サンプル回路
今回使用する A/D コンバーター MCP3204 は、以下の特長を持ちます。

1. 単一電源(2.7V から 5.5V)動作

2. SPI 接続

3. サンプリング速度 最大 100ksps(Vdd=5V 時)、50ksps(Vdd=2.7V 時)

4. オンチップ サンプルアンドホールド

5. 12bit 分解能逐次比較型 A/D 入力×4

Armadillo-400 シリーズと、A/D コンバーターとの接続を「図 2.30. SPI 接続 A/D コンバーター回路
図」に示します。Armadillo-400 シリーズの CON9 から出ている CSPI3 に MCP3204 を接続します。
SS 信号には、CSPI3 の SS0 を使用します。AIN0 から AIN3 ピンがアナログ入力ピンです。アナログ
入力にかかる電圧を、20kΩ の可変抵抗で変えられるようにしています。リファレンス電圧 VREF に電
源電圧と同じ 3.3V を入力しているため、0V から 3.3V の範囲のアナログ入力を 12bit(4096 段階)のデ
ジタル値に変換します。
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図 2.30 SPI 接続 A/D コンバーター回路図

2.3.3. MCP3204 通信プロトコル
MCP3204 は、SPI モード 0(CPOL=0、CPHA=0)または SPI モード 3(CPOL=1、CPHA=1)で通信

をおこないます。MCP3204 の通信フォーマットを「図 2.31. MCP3204 通信フォーマット」に示しま
す。

図 2.31 MCP3204 通信フォーマット

MOSI から 1 を出力することで、転送の開始を MCP3204 に指示します。SGL/DIFF*、D2、D1、D0
の組み合わせにより、A/D 変換をおこなうチャンネルを指定します。D0 以降、MOSI から出力される
データは意味を持ちません。

表 2.3 MCP3204 チャンネル指定

SGL/
DIFF*

D2[1] D1 D0 入力構成 チャンネル

1 d.c. 0 0 シングルエンド CH0
1 d.c. 0 1 シングルエンド CH1
1 d.c. 1 0 シングルエンド CH2
1 d.c. 1 1 シングルエンド CH3
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SGL/
DIFF*

D2[1] D1 D0 入力構成 チャンネル

0 d.c. 0 0 ディファレン
シャル

CH0=IN+、
CH1=IN-

0 d.c. 0 1 ディファレン
シャル

CH0=IN-、
CH1=IN+

0 d.c. 1 0 ディファレン
シャル

CH2=IN+、
CH3=IN-

0 d.c. 1 1 ディファレン
シャル

CH2=IN-、
CH3=IN+

[1]MCP3204 では D2 は意味を持ちません。

MCP3204 は、11 番目のクロックの上昇部でアナログ入力のサンプリングを開始し、次のクロックの
下降部で完了します。A/D 変換結果は、B11 から B0 に出力されます。

2.3.4. spidev ドライバー
一般的に、SPI 接続のデバイスを Linux システムで使用する場合、SPI スレーブデバイス用のデバイス

ドライバーを作成して、デバイスの制御をおこないます。今回は、MCP3204 専用のデバイスドライバー
を作成するのではなく、汎用の spidev ドライバーを使用することにします。spidev ドライバーを使用
すると、デバイスファイルインターフェースを経由して、ユーザーランドで動作するアプリケーション
プログラムからデバイスの制御をおこなうことができます。Armadillo-400 シリーズでは、標準のカー
ネルでは spidev ドライバーが有効になっていないため、spidev を使用するにはカーネルの設定を変更
する必要があります。

spidev ドライバーでは、/dev/spidevN.M (N、M は 0 から始まる数値文字)デバイスファイルに対して、
open/close/read/write/ioctl システムコールを発行することで、SPI デバイスの制御をおこないます。
Armadillo-400 シリーズで使用できるデバイスファイルを「表 2.4. SPI バスとデバイスファイルの対
応」に示します。

表 2.4 SPI バスとデバイスファイルの対応
SPI バス コネクタ デバイスファイル
CSPI1 CON9 /dev/spidev0.M (M は 0 ま

たは 1)
CSPI3 CON9 /dev/spidev2.M (M は 0、

1、2、3 のいずれか)

アプリケーションプログラムで SPI デバイスの制御をおこなうには、まず、デバイスファイルをオー
プンします。

int fd;

fd = open("/dev/spidev0.0", O_RDWR);

図 2.32 SPI デバイスファイルのオープン

ioctl システムコールにより、SPI の設定を変更することができます。

1. SPI_IOC_RD_MODE, SPI_IOC_WR_MODE: 読み出しまたは書き込み時に使用する SPI モードを
設定します。
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2. SPI_IOC_RD_LSB_FIRST, SPI_IOC_WR_LSB_FIRST: 読み出しまたは書き込み時に LSB から転
送するか、MSB から転送するか設定します。

3. SPI_IOC_RD_BITS_PER_WORD, SPI_IOC_WR_BITS_PER_WORD: 1 回の読み出しまたは書き
込みで転送するビット数を設定します。

4. SPI_IOC_RD_MAX_SPEED_HZ, SPI_IOC_WR_MAX_SPEED_HZ: 読み出しまたは書き込みの
最大転送速度を設定します。

read/write システムコールを使用すると、半二重通信をおこなうことができます。全二重通信をおこ
な う に は 、 ioctl シ ス テ ム コ ー ル の SPI_IOC_MESSAGE(N) メ ッ セ ー ジ を 使 用 し ま す 。
SPI_IOC_MESSAGE(N)の使用方法は、サンプルプログラムで解説します。

spidev ドライバーに関する詳しい情報は、linux-2.6.26-at13/Documentation/spi/spidev を参照して
ください。

2.3.5. カーネルコンフィギュレーション
Armadillo-400 シリーズの標準のカーネルでは、SPI ドライバーは有効になっていません。そのため、

SPI マスタドライバーと spidev ドライバーが有効になったカーネルを作成する必要があります。

まず、カーネルのソースコードアーカイブを取得します。ここでは、Armadillo 開発者サイトからダウ
ンロードしてくることにします。

[ATDE ~]$ wget http://armadillo.atmark-techno.com/files/downloads/armadillo-4x0/source/kernel/ ⏎
linux-2.6.26-at13.tar.gz
[ATDE ~]$ tar xzvf linux-2.6.26-at13.tar.gz

図 2.33 Linux カーネルの取得と展開

次に Armadillo-400 シリーズの標準コンフィギュレーションを適用します。

[ATDE ~]$ cd linux-2.6.26-at13/
[ATDE ~/linux-2.6.26-at13]$ make armadillo400_defconfig

図 2.34 Linux カーネルに Armadillo-400 シリーズ標準コンフィギュレーションを適用する

続いて、menuconfig を使用して、「図 2.35. SPI ドライバーを有効にする」及び「図 2.36. SPI に使
用するピンを指定する」に示すようにカーネルコンフィギュレーションを変更します。

Linux Kernel Configuration
  Device Drivers  --->
    [*] SPI support  --->                        チェックを入れる
      -*-   Bitbanging SPI master                自動で選択される
      <*>   MXC CSPI controller as SPI Master    チェックを入れる
      <*>   User mode SPI device driver support  チェックを入れる

図 2.35 SPI ドライバーを有効にする
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Linux Kernel Configuration
  System Type  --->
    Freescale MXC Implementations  --->
      MX25 Options  --->
        Armadillo-400 Board options  --->
          [ ] Enable UART5 at CON9           チェックを外す
          [*] Enable SPI3 at CON9            チェックを入れる
          [*]   Enable SPI3_SS0 at CON9_16   標準で選択されているのでそのまま
          [ ]   Enable SPI3_SS1 at CON9_18   チェックを外す
          [ ]   Enable SPI3_SS2 at CON9_15   チェックを外す
          [ ]   Enable SPI3_SS3 at CON9_17   チェックを外す

図 2.36 SPI に使用するピンを指定する

また、カーネルのソースコードにも一部修正が必要になります。SPI スレーブデバイスドライバーを使
用するには、spi_board_info を登録する必要があります。spi_board_info の登録は、linux-2.6.26-
at13/arch/arm/mach-mx25/armadillo400.c でおこなっています。armadillo400_spi3_board_info を、

「図 2.37. CSPI3、SS0 を spidev で使用する修正」に示すように修正してください。

static struct spi_board_info armadillo400_spi3_board_info[] __initdata = {
        {
                .modalias = "spidev",
                .max_speed_hz = 1000000,
                .bus_num = 3,
                .chip_select = 0,
        },
};

図 2.37 CSPI3、SS0 を spidev で使用する修正

コンフィギュレーションの変更と、ソースの修正をおこなったら、カーネルをビルドします。

[ATDE ~/linux-2.6.26-at13]$ make ARCH=arm CROSS_COMPILE=arm-linux-gnueabi- && gzip -c arch/arm/ ⏎
boot/Image > linux.bin.gz

図 2.38 Linux カーネルをビルドする

正常にビルドが完了すると、linux-2.6.26-at13/linux.bin.gz にカーネルイメージが作成されます。
linux.bin.gz を Armadillo のフラッシュメモリのカーネル領域に書き込んでください。

2.3.6. サンプルプログラム
MCP3204 と通信をおこない、A/D 変換結果を表示するサンプルプログラムを紹介します。プログラ

ムは「図 2.39. MCP3204 を使用した A/D 変換プログラム」に示すように、オプションとしてデバイス
ファイル名と A/D 変換をおこなうチャンネルを指定することにします。

adc_mcp3204 <-d|--device FILENAME> [-c|--channel CHANNEL]

図 2.39 MCP3204 を使用した A/D 変換プログラム
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main 関数を「図 2.40. adc_mcp3204.c」に示します。mcp3204_というプレフィックスがついた関数
で、実際の制御をおこないます。main 関数では、以下の処理をおこなっています。

1. mcp3204_open()で、デバイスファイル名を指定してデバイスをオープンする

2. mcp3204_read()で、チャンネルを指定してデジタル値を読み出す

3. デジタル値を電圧に変換して表示

4. mcp3204_close()で、デバイスをクローズする

#include <stdio.h>
#include <fcntl.h>
#include <unistd.h>
#include <getopt.h>

#include "mcp3204.h"

#define MAIN_C
#include "exitfail.h"

#define BASENAME(p)   ((strrchr((p), '/') ? : ((p) - 1)) + 1)

#define REF_VOLTAGE     3.3     /* 基準電圧[V] */
#define DEFAULT_CH      0       /* オプションで指定されなかった場合に使用するチャンネル */

static void usage(const char *prog)
{
        printf("usage: %s <-d|--device FILENAME> [-c|--channel CHANNEL]\n", BASENAME(prog));
}

static void parse_arg(int argc, char *argv[], const char **device, int *ch)
{
        int c;
        char *endptr;

        *device = NULL;

        for(;;) {
                int option_index = 0;
                static struct option long_options[] = {
                        /* name,        has_arg,           flag, val*/
                        {"device",      required_argument, NULL, 'd'},
                        {"channel",     required_argument, NULL, 'c'},
                        {0,             0,                 0,    0},
                };

                c = getopt_long(argc, argv, "d:c:",
                                long_options, &option_index);
                if (c == -1)
                        break;

                switch (c) {
                case 'd':
                        *device = optarg;
                        break;
                case 'c':
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                        errno = 0;
                        *ch = strtol(optarg, &endptr, 0);
                        if (errno != 0 || optarg == endptr)
                                goto err;

                        if (*ch < MCP3204_CH_MIN || MCP3204_CH_MAX < *ch)
                                goto err;
                        break;
                default:
                        goto err;
                }
        }

        if (*device == NULL)
                goto err;

        return;

err:
        usage(argv[0]);
        exit(EXIT_FAILURE);
}

int main(int argc, char *argv[])
{
        struct mcp3204 *adc;
        const char *device;
        int channel = DEFAULT_CH;
        double voltage;
        uint16_t digital_code;
        int ret;

        exitfail_init();

        parse_arg(argc, argv, &device, &channel);

        adc = mcp3204_open(device);
        if (adc == NULL)
                exitfail_errno("mcp3204_open");

        ret = mcp3204_read(adc, channel, &digital_code);
        if (ret != 0)
                exitfail_errno("mcp3204_read");

        voltage = digital_code * REF_VOLTAGE /
                ((1 << MCP3204_RESOLUTION_BITS) - 1);

        printf("%1.3fV\n", voltage);

        ret = mcp3204_close(adc);
        if (ret != 0)
                exitfail_errno("mcp3204_close");

        return EXIT_SUCCESS;
}

図 2.40 adc_mcp3204.c
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実際の処理は「図 2.42. mcp3204.c」に記述してあります。「図 2.41. mcp3204.h」には、「図 2.42.
mcp3204.c」で記述されている関数のプロトタイプ宣言が記述されています。

#ifndef MCP3204_H
#define MCP3204_H

#include <stdint.h>

#define MCP3204_RESOLUTION_BITS 12 /* MCP3204 の分解能(bit) */

#define MCP3204_CH_MIN 0 /* MCP3204 で指定できるアナログ入力チャンネルの最小値 */
#define MCP3204_CH_MAX 3 /* MCP3204 で指定できるアナログ入力チャンネルの最大値 */

struct mcp3204;

struct mcp3204 *mcp3204_open(const char *dev_path);
int mcp3204_read(struct mcp3204 *adc, int ch, uint16_t *digit);
int mcp3204_close(struct mcp3204 *adc);

#endif /* MCP3204_H */

図 2.41 mcp3204.h

#include <stdlib.h>
#include <unistd.h>
#include <errno.h>
#include <fcntl.h>
#include <sys/ioctl.h>
#include <sys/stat.h>

#include <linux/types.h>
#include <linux/spi/spidev.h>

#include "mcp3204.h"

#define ARRAY_SIZE(a) (sizeof(a) / sizeof((a)[0]))

#define MCP3204_START_BIT    (1 << 2)
#define MCP3204_SINGLE_ENDED (1 << 1)
#define MCP3204_DIFFERENTIAL (0 << 1)
#define MCP3204_CH_SHIFT     (6)

#define MCP3204_SPI_MODE        (SPI_CPOL | SPI_CPHA)
#define MCP3204_SPI_SPEED_HZ    1000000
#define MCP3204_SPI_DELAY_USECS 0
#define MCP3204_SPI_BITS        8

struct mcp3204 {
        int fd;
};

/**
 * 指定されたデバイスファイルをオープンする
 *
 * @param dev_path  MCP3204 が接続された spidev デバイスファイルへのパス。
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 *
 * @return 成功すると struct mcp3204 へのポインタを返す。
 *         失敗すると NULL を返す。その際、適切な errno を設定する。
 */
struct mcp3204 *mcp3204_open(const char *dev_path)
{
        struct mcp3204 *adc;
        uint8_t mode = MCP3204_SPI_MODE;
        int error;
        int ret;

        if (dev_path == NULL) {
                errno = EINVAL;
                return NULL;
        }

        adc = calloc(1, sizeof(struct mcp3204));
        if (adc == NULL)
                return NULL;

        adc->fd = open(dev_path, O_RDWR);
        if (adc->fd < 0) {
                error = errno;
                goto err1;
        }

        /* 書き込み時の SPI モードを設定する */
        ret = ioctl(adc->fd, SPI_IOC_WR_MODE, &mode);
        if (ret < 0) {
                error = errno;
                goto err2;
        }

        /* 読み出し時の SPI モードを設定する */
        ret = ioctl(adc->fd, SPI_IOC_RD_MODE, &mode);
        if (ret < 0) {
                error = errno;
                goto err2;
        }

        return adc;

err2:
        close(adc->fd);
err1:
        free(adc);
        errno = errno;
        return NULL;
}

/**
 * 指定されたチャンネルの A/D 変換結果を読み込む。
 * 読み込んだ A/D 変換結果を digit に格納する。
 *
 * @param adc     オープン済みの MCP3204 デバイスへのポインタ。
 * @param ch      サンプリングするチャンネル。
 * @param digit   A/D 変換結果のデジタル値が格納される。
 *

Armadillo 実践開発ガイド ハードウェア機能をカスタマイズする

37



 * @return 成功すると 0を返し、voltage に電圧を格納する。
 *         失敗すると-1 を返す。その際、適切な errno を設定する。
 */
int mcp3204_read(struct mcp3204 *adc, int ch, uint16_t *digit)
{
        uint8_t tx[3] = {0, };
        uint8_t rx[3] = {0, };
        struct spi_ioc_transfer tr;
        int ret;

        if (adc == NULL || digit == NULL ||
            ch < MCP3204_CH_MIN || MCP3204_CH_MAX < ch) {
                errno = EINVAL;
                return -1;
        }

        /* 送信バッファにスタートビット、SGL/DIFF*、D2、D1、D0 をセットする */
        tx[0]            = MCP3204_START_BIT | MCP3204_SINGLE_ENDED;
        tx[1]            = ch << MCP3204_CH_SHIFT;

        /* 転送設定をセットする */
        tr.tx_buf        = (unsigned long)tx;
        tr.rx_buf        = (unsigned long)rx;
        tr.len           = ARRAY_SIZE(tx);
        tr.delay_usecs   = MCP3204_SPI_DELAY_USECS;
        tr.speed_hz      = MCP3204_SPI_SPEED_HZ;
        tr.bits_per_word = MCP3204_SPI_BITS;
        tr.cs_change     = 0;

        /* 全二重通信をおこなう */
        ret = ioctl(adc->fd, SPI_IOC_MESSAGE(1), &tr);
        if (ret < 1)
                return -1;

        /* 受信バッファから A/D 変換結果を取り出す */
        *digit = (rx[1] & 0x0f) << 8;
        *digit |= rx[2];

        return 0;
}

/**
 * 指定された MCP3204 デバイスをクローズする
 *
 * @param adc オープン済みの MCP3204 デバイスへのポインタ。
 *
 * @return 成功すると 0を返す。
 *         失敗すると-1 を返す。その際、適切な errno を設定する。
 */
int mcp3204_close(struct mcp3204 *adc)
{
        int fd;

        if (adc == NULL) {
                errno = EINVAL;
                return -1;
        }
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        fd = adc->fd;
        free(adc);

        return close(fd);
}

図 2.42 mcp3204.c

サンプルプログラムをビルドする makefile を「図 2.43. adc_mcp3204 をビルドする makefile」に
示します。

CROSS   := arm-linux-gnueabi

ifneq ($(CROSS),)
CROSS_PREFIX    := $(CROSS)-
endif

CC      = $(CROSS_PREFIX)gcc
CFLAGS  = -Wall -Wextra -O2  -I../common
LFLAGS  =

TARGET  = adc_mcp3204

all: $(TARGET)

adc_mcp3204: adc_mcp3204.o mcp3204.o
        $(CC) $(LDFLAGS) $^ $(LDLIBS) -o $@

clean:
        $(RM) *~ *.o $(TARGET)

%.o: %.c
        $(CC) $(CFLAGS) -c -o $@ $<

図 2.43 adc_mcp3204 をビルドする makefile

adc_mcp3204.c、mcp3204.h、mcp3204.c、Makefile を同じディレクトリに置き、一つ上の common ディ
レクトリに第 2 部でも使用した exitfail.h を置いておきます。make コマンドを実行すると、
adc_mcp3204 がビルドされます。

[ATDE ~/spi-adc]$ make
arm-linux-gnueabi-gcc -Wall -Wextra -O2 -I../common -c -o adc_mcp3204.o adc_mcp3204.c
arm-linux-gnueabi-gcc -Wall -Wextra -O2 -I../common -c -o mcp3204.o mcp3204.c
arm-linux-gnueabi-gcc -Wall -Wextra -O2 -I../common -o adc_mcp3204 adc_mcp3204.o mcp3204.o

図 2.44 adc_mcp3204 のビルド

生成された adc_mcp3204 を Armadillo にコピーして、実行権限をつけてください。adc_mcp3204 を実行
すると、「図 2.45. adc_mcp3204 コマンドの実行」に示すような結果が得られます。
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[armadillo ~]# chmod +x adc_mcp3204
[armadillo ~]# ./adc_mcp3204 --device /dev/spidev3.0 --channel 0
3.235V

図 2.45 adc_mcp3204 コマンドの実行

2.4. 1-Wire 接続温度センサ
Armadillo-400 シリーズでは、CON9 2 ピンと CON9 26 ピンを 1-Wire バスとして使用することが

できます。ここでは、1-Wire バスに温度センサ IC を接続する方法を紹介します。

使用するソフトウェア、デバイスは以下のとおりです。

1. Linux カーネル: linux-2.6.26-at13

2. 温度センサ: DS18B20(MAXIM 社製)

2.4.1. 1-Wire 概要
1-Wire は、IC 間のデータ転送に使われる 1 線式の通信方式です。最低限、1 本の信号線と接地線の 2

本だけでバスを構成することができます。このとき、電力は信号線から得ます。なお、電源線を別途用
意し、3 線で構成することもできます。1-Wire バスに接続されたデバイスの出力段はオープンドレイン
とし、信号線はプルアップします。

1-Wire バスに接続されたデバイスは、その役割によってマスタとスレーブに分かれます。1-Wire で
は、1 つのバスに 1 つのマスタと複数のスレーブを接続できます。通信は必ずマスタが開始し、バスに
接続されたスレーブとデータのやりとりを行います。スレーブデバイスは、チップごとに固有な 64bit
の ROM ID を持っており、マスタは ROM ID を指定することで通信をおこなうスレーブを特定します。
Armadillo-400 シリーズは、1-Wire マスタとなることができます。

1-Wire では、クロック信号がないため、タイムスロットに基づいてデータの転送をおこないます。マ
スタからスレーブに値を書き込む場合、マスタからローパルスを出力します。パルスの立ち下がりエッ
ジでスレーブ内の単安定マルチバイブレーターが開始し、立ち下がりエッジから約 30μsec の時点でサ
ンプリングをおこないます。そのため、マスタは 1 を書き込む場合は 1 から 15μsec の短いローパルス
を出力し、0 を書き込む場合は 60μsec の長いローパルスを出力します。

スレーブからの値を読み出す場合、まず、マスタがローパルス 1 から 15μsec の短いローパルスを出
力します。スレーブ側は、1 を送信したい場合何もしません。0 を送信したい場合、60μsec の間信号
線をローに引っ張ります。マスタは、立ち下がりエッジから 30μsec の時点でサンプリングをおこな
い、スレーブからの出力をサンプリングします。

なお、タイムスロットにはスタンダード(1 タイムスロット 60μsec)とオーバードライブ(1 タイムス
ロット 8μsec)の二つがあります。上記の説明はスタンダードの場合のタイミングです。
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図 2.46 1-Wire プロトコル(ビット転送)

マスターとスレーブ間でのデータ転送は 3 つのシーケンスでおこないます。3 つのシーケンスは、リ
セットシーケンス、ROM コマンドシーケンス、ファンクションシーケンスの順番に実行されます。

リセットシーケンスでは、まず、マスタがリセットパルスを出力します。1-Wire バスにスレーブが接
続されている場合、スレーブはプレゼンスパルスを出力します。

ROM コマンドシーケンスでは、マスタが 8bit の ROM コマンドを出力した後、64bit の ROM ID を
出力します。ROM ID の先頭 8bit はデバイス種類を示すファミリーコードです。続く 48bit がシリアル
ナンバーになっています。最後の 8bit は CRC です。ROM コマンドには次のものがあります。

1. SERARCH ROM(0xF0): バスに接続されているスレーブデバイスの ROM ID を得ることができ
ます。1 回の SERARCH ROM コマンドで 1 つのデバイスの ROM ID を特定することができます。

2. READ ROM(0x33): バスに接続されているスレーブデバイスが一つだけの場合、SEARCH ROM
コマンドの代わりに READ ROM コマンドを使用して、ROM ID を得ることができます。

3. MATCH ROM(0x55): MATCH ROM コマンドでマスタが出力した ROM ID に一致したスレー
ブデバイスが、続くファンクションコマンドに応答します。それ以外のデバイスは、次のリセッ
トシーケンスを待ちます。

4. SKIP ROM(0xcc): SKIP ROM コマンドに続いて送信されたファンクションコマンドは、バスに
接続されているスレーブデバイス全てに同時に適用されます。

ファンクションシーケンスは、スレーブデバイスごとに異なります。基本的には、マスタが 8bit のフォ
ワードコマンド出力した後、データの読み出しまたは書き込みをおこないます。

図 2.47 1-Wire プロトコル

2.4.2. DS18B20
今回使用する温度センサ DS18B20 は、以下の特長を持ちます。

1. 単一電源(3.0V から 5.5V)動作

2. 電源は信号線から供給可能
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3. 外部部品不要

4. 温度計測範囲-55℃から+125℃

5. 分解能 9bit から 12bit

6. 変換時間 750msec(最大 12bit 時)

DS18B20 のファンクションコマンドには以下のものがあります。

1. CONVERT T(0x44): このコマンドにより、温度変換がおこなわれます。変換結果は、DS18B20
の内蔵 2 バイトレジスタに格納されます。

2. WRITE SCRATCHPAD(0x48): DS18B20 の内蔵メモリに書き込みをおこないます。書き込む
データは 3 バイト長で、TH、TL、Configuration Register の順番に送信します。

3. READ SCRATCHPAD(0xbe): DS18B20 の内蔵メモリを読み出します。読み出すデータのバイ
ト数は最大 9 バイトです。途中で、マスタからリセットパルスを送信することで、データの読み
出しを中断できます。

DS18B20 内蔵レジスタは次のようになっています。

表 2.5 DS18B20 内蔵レジスタ
バイト 内容
0 Temperature

Register LSB
1 Temperature

Register MSB
2 TH or User Byte 1
3 TL or User Byte 2
4 Configuration

Register
5 Reserved (0xff)
6 Reserved
7 Reserved (0x10)
8 CRC

DS18B20 の温度センサ分解能は、Configuration Register の 5bit 目と 6 ビット目で決まります。
それ以外の Configuration Register のビットは内部的に使用され、上書きすることはできません。

表 2.6 DS18B20 温度センサ分解能
BIT 6 BIT 5 分解能
0 0 9 bit
0 1 10 bit
1 0 11 bit
1 1 12 bit[1]

[1]パワーオンリセット時の設定

Temperature Register のフォーマットは次のようになっています。温度は摂氏で格納されています。
12 ビット分解能の場合は、BIT10 から BIT0 全てのビットが有効です。11 ビット分解能の場合、BIT0
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が不定となります。10 ビット、9 ビット分解能の場合も同様です。BIT15 から BIT11 は、温度が正の
場合 0、負の場合 1 となります。

図 2.48 DS18B20 Temperature Register フォーマット

2.4.3. サンプル回路
Armadillo-400 シリーズと温度センサとの接続を、「図 2.49. 1-Wire 接続温度センサ回路図」に示し

ます。信号線は、CON9 2 に接続します。また、今回は VDD に+3.3V を接続し電源は外部から供給し
ます。

図 2.49 1-Wire 接続温度センサ回路図
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2.4.4. 温度センサドライバー
一般的に、1-Wire 接続のデバイスを Linux システムで使用する場合、1-Wire スレーブデバイス用の

デバイスドライバーを作成して、デバイスの制御をおこないます。今回は、1-Wire スレーブデバイスド
ライバーの「Thermal family implementation」を使用します。

「Thermal family implementation」を使用すると、1-Wire バスに接続された温度センサデバイスを
自動で検出し、sysfs 経由で温度データの読み出しを可能にします。

[armadillo ~]# cd /sys/devices/w1_bus_master1/
[armadillo /sys/devices/w1_bus_master1]# ls
28-0000022e2355/           w1_master_name
driver@                    w1_master_pointer
power/                     w1_master_search
subsystem@                 w1_master_slave_count
uevent                     w1_master_slaves
w1_master_attempts         w1_master_timeout
w1_master_max_slave_count
[armadillo /sys/devices/w1_bus_master1]# cat 28-0000022e2355/w1_slave
c4 01 4b 46 7f ff 0c 10 3b : crc=3b YES
c4 01 4b 46 7f ff 0c 10 3b t=28250
c3 01 4b 46 7f ff 0d 10 2f : crc=2f YES
c3 01 4b 46 7f ff 0d 10 2f t=28187

図 2.50 1-Wire 接続温度センサドライバーの使用例

/sys/devices/w1_bus_master1/が、1-Wire に関連する sysfs ディレクトリです。「Thermal family
implementation」が有効になっていて、スレーブデバイスが検出されると、28-0000022e2355 のように
デバイスの ROM ID に対応したディレクトリが作成されます。その中の w1_slave を読み出すと、ドライ
バーは CONVERT T コマンドを実行したあと READ SCRATCHPAD コマンドを実行し、DS18B20 の
内蔵レジスタを表示します。「crc=xx YES」で CRC が一致したことを表します。また、「t=28250」は
温度(摂氏)を 1000 倍した値を示します。1 度の読み出しで、2 回分の変換結果を表示します。

2.4.5. カーネルコンフィギュレーション
Armadillo-400 シリーズの標準のカーネルでは、1-Wire ドライバーは有効になっていません。そのた

め、1-Wire マスタドライバーと「Thermal familyimplementation」ドライバーが有効になったカーネ
ルを作成する必要があります。

まず、カーネルのソースコードアーカイブを取得します。ここでは、Armadillo 開発者サイトからダウ
ンロードしてくることにします。

[ATDE ~]$ wget http://armadillo.atmark-techno.com/files/downloads/armadillo-4x0/source/kernel/ ⏎
linux-2.6.26-at13.tar.gz
[ATDE ~]$ tar xzvf linux-2.6.26-at13.tar.gz

図 2.51 Linux カーネルの取得と展開

次に Armadillo-400 シリーズの標準コンフィギュレーションを適用します。
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[ATDE ~]$ cd linux-2.6.26-at13/
[ATDE ~/linux-2.6.26-at13]$ make armadillo400_defconfig

図 2.52 Linux カーネルに Armadillo-400 シリーズ標準コンフィギュレーションを適用する

続いて、menuconfig を使用して、「図 2.53. 1-Wire ドライバーを有効にする」に示すようにカーネ
ルコンフィギュレーションを変更します。

Linux Kernel Configuration
  System Type  --->
    Freescale MXC Implementations  --->
      MX25 Options  --->
        Armadillo-400 Board options  --->
          [*] Enable one wire at CON9_2  ←チェックを入れる

  Device Drivers  --->
    <*> Dallas's 1-wire support  --->  ←チェックを入れる
      1-wire Bus Masters  --->
        <*> Freescale MXC driver for 1-wire  ←チェックを入れる
      1-wire Slaves  --->
        <*> Thermal family implementation  ←チェックを入れる

図 2.53 1-Wire ドライバーを有効にする

コンフィギュレーションの変更をおこなったら、カーネルをビルドします。

[ATDE ~/linux-2.6.26-at13]$ make ARCH=arm CROSS_COMPILE=arm-linux-gnueabi- && gzip -c arch/arm/ ⏎
boot/Image > linux.bin.gz

図 2.54 Linux カーネルをビルドする

正常にビルドが完了すると、linux-2.6.26-at13/linux.bin.gz にカーネルイメージが作成されます。
linux.bin.gz を Armadillo のフラッシュメモリのカーネル領域に書き込んでください。

「図 2.49. 1-Wire 接続温度センサ回路図」に示すように Armadillo と DS18B20 を接続してから
Armadillo を起動し、「図 2.50. 1-Wire 接続温度センサドライバーの使用例」に示す手順で動作確認を
おこなってください。

2.5. CAN
Armadillo-400 シリーズでは、CON14 を CAN バスとして使用することができます。ここでは、

Armadillo 同士を CAN で接続する方法を紹介します。

使用するソフトウェア、デバイスは以下のとおりです。

1. Linux カーネル: linux-2.6.26-at13

2. ユーザーランド: Atmark Dist v20101220

3. CAN 通信プログラム: can-utils (Atmark Dist に含まれるもの)

4. CAN トランシーバー: AMIS-42673(ON Semiconductor 社製)
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2.5.1. CAN 概要
CAN(Controller Area Network)は、機器間のデータ転送に使われる、2 線差動電圧式の通信方式で

す。差動電圧式を採用しているため耐ノイズ性に優れる点や、エラー検出方法と検出後の動作が明確化
されているといった特長から、比較的信頼性の求められるネットワークに用いられます。

CAN では、CAN+と CAN-の 2 本の信号線間の電圧差を変化させることで通信をおこないます。この
2 本の信号線に複数のノード(機器)を接続し、バスを構成します。CAN の物理的な仕様に関連する規格
には、通信速度が 125kbps までの低速 CAN(ISO1159-2)、通信速度 125kbps から 1Mbps の高速
CAN(ISO11898-2)など様々なものがあります。一般的に CAN のノードは、物理層の処理をおこなう
CAN トランシーバとその後のデータ処理をおこなう CAN コントローラから構成されます。今回の例で
は、CAN コントローラは i.MX25 内蔵の FlexCAN コントローラを使用し、CAN トランシーバには ISO
11898-2 に対応した AMIS-42673 を使用します。

CAN プロトコルでは、CAN+と CAN-間の電圧差を、RS232C 通信のようにあらかじめ決められた通
信速度(ビットレート)に従って変化させることで、データの転送をおこないます。転送される各ビット
は、ドミナントかリセッシブのいずれかの状態を取ります。高速 CAN では、CAN+と CAN-の電圧差が
ある場合ドミナント、無い場合リセッシブとなります。通常、ドミナントを論理 0、リセッシブを論理 1
として扱います。CAN はマルチマスタ構成のため、複数のデバイスが同時に通信をおこない、バス上で
データの衝突がおこる場合があります。この場合、どれか一つのノードがドミナントを出力していた場
合、バスの状態はドミナントとなります(ドミナントがリセッシブに対して優先される)。CAN では、こ
の特性を利用して調停をおこないます。

データの転送は、フレームという単位でおこないます。フレームには、「表 2.7. CAN プロトコルフ
レーム」に示す 4 つの種類があります。

表 2.7 CAN プロトコルフレーム
名称 機能
データフレーム データを送信する。
リモートフレーム データフレームを要求する。
オーバーロードフレーム 前回のフレーム処理が完了していないこと

を通知する。
エラーフレーム エラーが発生したことを通知する。

データフレームとリモートフレームを合わせて、メッセージフレームといいます。CAN では、ノード
ごとのアドレスというものはなく、その代わりにそれぞれのメッセージが固有な ID(識別子、Identifire)
を持っています。受信ノードは、ID によって、自分が処理すべきメッセージかどうか判断します。メッ
セージに含まれる ID の長さによって、メッセージフレームには標準フォーマット(11bit 長)と拡張フォー
マット(29bit 長)の 2 種類の形式があります。

データフレームの形式を「図 2.55. CAN プロトコル(データフレーム)」に示します。上の線はリセッ
シブを、下の線はドミナントを意味します。データフレームは、データを送信するノードがバスをドミ
ナントにすることから始まります。これをスタート・オブ・フレーム(SOF)と呼びます。SOF に続き、
アービトレーションフィールド(ARBI)、コントロールフィールド(CONT)、データフィールド(DATA)、
CRC フィールド(CRC)が順に送信されます。続いて、受信ノードは ACK フィールド(ACK)を送信しま
す。最後に、7 ビット分バスをリセッシブに保ちエンド・オブ・フレーム(EOF)とします。
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DataFrame

ARBI(Standard)

ARBI(Extended)

CONT

DATA

CRC

ACK

IDLE SOF ARBI CONT DATA CRC ACK EOF

ID(11) RTR(1)

BASE ID(11) SRR(1) IDE(1) Ext ID(18) RTR(1)

R(2) DL(4)

data(0 to 64bit)

CRC sequence(15) CRC delimiter(1)

ACK slot(1) ACK delimiter(1)

図 2.55 CAN プロトコル(データフレーム)

アービトレーションフィールドは、標準フォーマットか拡張フォーマットかによって異なります。標
準フォーマットの場合、11bit の ID を送信したあと、リモート・トランスミッション・リクエスト・ビッ
ト(RTR)にドミナントを送信します。拡張フォーマットの場合、11bit のベース ID(BASE ID)を送信した
あと、代替リモート・リクエスト・ビット(SRR)、アイデンティファイヤ・エクステンション・ビット
(IDE)として、2bit 分バスをリセッシブに保ちます。続いて、18bit の拡張 ID(Ext ID)を送信したあと、
RTR にドミナントを送信します。

CAN プロトコルのバリエーション
CAN プロトコルには、バージョン 2.0A と 2.0B の 2 つがあります。プロ
トコルバージョン 2.0A では、標準フォーマットしか扱うことができませ
ん。もし拡張フォーマットのフレームを受信した場合、エラーフレームを
送信します。プロトコルバージョン 2.0B パッシブでは、拡張フォーマッ
トの送信はできませんが、拡張フォーマットを受信しても、無視します。
プロトコルバージョン 2.0B アクティブでは、拡張フォーマットの送受信
が可能です。

Armadillo-400 シリーズは、プロトコルバージョン 2.0B アクティブに対
応しています。

コントロールフィールドは、最初の 2 ビットが予約ビットとなっており、常にドミナントとします。
続く 4bit のデータ長コード(DLC)に送信するデータのバイト数を送信します。そのため、データフィー
ルドは 0 から 8 バイト(64bit)長となります。

CRC フィールドの CRC シーケンス(CRC sequence)には、SOF からデータフィールドまでの
CRC(Cyclic Redundancy Check)を送信します。CRC フィールドの区切りを示す CRC デリミタとし
て、1bit 分リセッシブとします。

受信ノードは、受信したメッセージの CRC が一致した場合、ACK スロット(ACK slot)でドミナント
を送信します。ACK スロットでバスがドミナントとなることで、送信ノードは少なくとも一つの受信
ノードがデータフィールドを正常に受信できたことを確認できます。ACK スロットに続いて、ACK フィー
ルドの区切りを示す ACK デリミタ(ACK delimiter)として、1bit 分リセッシブとします。
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リモートフレームは、データフレームの要求に使用されます。リモートフレームを受信したノードは、
リモートフレームで指定された ID と同じ ID のメッセージを返信します。リモートフレームの形式を、

「図 2.56. CAN プロトコル(リモートフレーム)」に示します。RTR をリセッシブにして、データフィー
ルドが無い以外、データフレームと同じです。DLC は、リモートフレームへの返信として帰ってくるデー
タフレームのデータ長と同一にします。

RemoteFrame

ARBI(Standard)

ARBI(Extended)

CONT

CRC

ACK

IDLE SOF ARBI CONT CRC ACK EOF

ID(11) RTR(1)

BASE ID(11) SRR(1) IDE(1) Ext ID(18) RTR(1)

R(2) DL(4)

CRC sequence(15) CRC delimiter(1)

ACK slot(1) ACK delimiter(1)

図 2.56 CAN プロトコル(リモートフレーム)

メッセージフレームのアービトレーションフィールドという名前は、このフィールド送信中にバスの
調停をおこなうことに由来します。同時に複数のノードがメッセージの送信を開始した場合、バスの衝
突が発生します。送信ノードは、各ビットでバスの状態を確認し、もし自身がリセッシブを送信したに
も関わらず、バスがドミナントとなっていた場合、以後の送信を中止します。そのため、より小さな ID
が優先して送信されます。また、RTR により、リモートフレームよりもデータフレームが優先されます。

オーバーロードフレームとエラーフレームは、一般に CAN コントローラによって自動で処理されま
す。そのため、ここでは説明を割愛します。

同期とビット・スタッフィング・ルール
CAN では、ビットレートに従ってデータの送受信をおこなうため、ノー
ドごとのクロックに誤差がある場合、タイミングが少しずつずれていきま
す。これを補正するため、バスがリセッシブからドミナントへ変化すると
き、タイミングの同期をおこないます。

しかし、リッセシブやドミナントだけが続いた場合、この同期が行われな
いことになります。そこで、ビット・スタッフィング・ルールが適用され
ます。これは、同じ状態が 5bit 連続した場合、反対の状態のビット(スタッ
フビット)を一つ送信するルールです。このルールにより、一定期間内に必
ず同期が行われることを保証しています。

なお、ビット・スタッフィング・ルールの処理は CAN コントローラで自
動で行われるため、ユーザー側は通常それを意識することはありません。
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2.5.2. サンプル回路
Armadillo-400 シリーズと CAN トランシーバーとを接続する回路図を、「図 2.57. CAN 接続回路図」

に示します。Armadillo の CON14 から出ている CAN2 を使用します。CAN トランシーバーには、
AMIS-42673(ON Semiconductor 社製)を使用します。LM2731YMF(National Semiconductor 社
製)は、3.3V から 5V を生成するスイッチングコンバーターです。CON9 2(GPIO3_17)で出力の ON/
OFF を切り替えることができます。

図 2.57 CAN 接続回路図

Armadillo-400 シリーズ同士を接続する場合は、次のように接続してください。3 つ以上の Armadillo
を接続しても構いません。

図 2.58 CAN バスを介した Armadillo 同士の接続

2.5.3. CAN ドライバー
Armadillo-400 シリーズの CAN 機能は、SocketCAN フレームワーク[4]を使用して実装されていま

す。SockatCAN では、通常のネットワークデバイスと同様に、socket インターフェースを用いてデー
タの送受信を行います。

CAN 通信をおこなうプログラムは、TCP/IP などを用いたネットワークプログラムと同様に記述でき
ます。「図 2.59. CAN ソケットのオープン」に、CAN 通信用のソケットをオープンし、can0 インター
フェースに関連付けるコード例を示します。プロトコルファミリーには、PF_CAN を指定します。プロ
トコルには、ローソケットプロトコル(CAN_RAW)または、ブロードキャストマネージャ(BCM)を指定
します。bind システムコールで CAN インターフェースとソケットを関連付けます。
[4]http://developer.berlios.de/projects/socketcan/
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int s;
struct sockaddr_can addr;
struct ifreq ifr;

s = socket(PF_CAN, SOCK_RAW, CAN_RAW);

strcpy(ifr.ifr_name, "can0" );
ioctl(s, SIOCGIFINDEX, &ifr);

addr.can_family = AF_CAN;
addr.can_ifindex = ifr.ifr_ifindex;

bind(s, (struct sockaddr *)&addr, sizeof(addr));

図 2.59 CAN ソケットのオープン

以降の処理は、通常のネットワークプログラムと同様です。CAN メッセージの送受信には、read/
write システムコールや、send/sendto/sendmsg システムコール、recv/recvfrom/recvmsg システ
ムコールを使用できます。

SocketCAN に関する詳しい情報は、linux-2.6.26-at13/Documentation/networking/can.txt を参照
してださい。

SocketCAN フレームワークでは、sysfs インターフェースを用いて、CAN 通信に関わる設定をおこ
ないます。CAN2 を使用する場合、/sys/devices/platform/FlexCAN.1/以下のファイルを使用します。
使用可能な sysfs ファイルの一覧は、「Armadillo-400 シリーズ ソフトウェアマニュアル」の「CAN」
を参照してください。

通常の SocketCAN フレームワークには無い、Armadillo-400 シリーズ独自の拡張として、リモート
フレームのサポートを追加しています。set_resframe ファイルに、ID#DATA という形式で値を書き込む
と、対応する ID のリモートフレームワークを受信した場合、自動でデータフレームを返信します。

2.5.4. カーネルコンフィギュレーション
Armadillo-400 シリーズの標準のカーネルでは、CAN ドライバーは有効になっていません。そのた

め、CAN ドライバーが有効になったカーネルを作成する必要があります。

まず、カーネルのソースコードアーカイブを取得します。ここでは、Armadillo 開発者サイトからダウ
ンロードしてくることにします。

[ATDE ~]$ wget http://armadillo.atmark-techno.com/files/downloads/armadillo-4x0/source/kernel/ ⏎
linux-2.6.26-at13.tar.gz
[ATDE ~]$ tar xzvf linux-2.6.26-at13.tar.gz

図 2.60 Linux カーネルの取得と展開

次に Armadillo-400 シリーズの標準コンフィギュレーションを適用します。

[ATDE ~]$ cd linux-2.6.26-at13/
[ATDE ~/linux-2.6.26-at13]$ make armadillo400_defconfig

図 2.61 Linux カーネルに Armadillo-400 シリーズ標準コンフィギュレーションを適用する
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続いて、menuconfig を使用して、「図 2.62. CAN ドライバーを有効にする」及び「図 2.63. CAN に
使用するピンを指定する」に示すようにカーネルコンフィギュレーションを変更します。

Linux Kernel Configuration
  Networking  --->
    <*>   CAN bus subsystem support  --->  ← チェックを入れる
      <*>   Raw CAN Protocol (raw access with CAN-ID filtering)  ← チェックを入れる
      <*>   Broadcast Manager CAN Protocol (with content filtering)  ← チェックを入れる
      CAN Device Drivers  --->
        <*> Freescale FlexCAN  ← チェックを入れる

図 2.62 CAN ドライバーを有効にする

Linux Kernel Configuration
  System Type  --->
    Freescale MXC Implementations  --->
      MX25 Options  --->
        Armadillo-400 Board options  --->
          [ ] Enable I2C2 at CON14  ← チェックを外す
          [*] Enable CAN2 at CON14  ← チェックを入れる

図 2.63 CAN に使用するピンを指定する

コンフィギュレーションの変更と、ソースの修正をおこなったら、カーネルをビルドします。

[ATDE ~/linux-2.6.26-at13]$ make ARCH=arm CROSS_COMPILE=arm-linux-gnueabi- && gzip -c arch/arm/ ⏎
boot/Image > linux.bin.gz

図 2.64 Linux カーネルをビルドする

正常にビルドが完了すると、linux-2.6.26-at13/linux.bin.gz にカーネルイメージが作成されます。
linux.bin.gz を Armadillo のフラッシュメモリのカーネル領域に書き込んでください。

2.5.5. CAN 通信プログラムの準備
Atmark Dist には、CAN 通信プログラムのサンプルとして can-utils が含まれています。can-utils に

は、一つのメッセージを送信する cansend、複数のメッセージを連続して送信する cangen、受信したメッ
セージを表示する candump があります。今回は、これらを使用して CAN の動作確認をおこなうことにし
ます。

第 1 部の「Atmark Dist を使ったルートファイルシステムの作成」などを参照し、使用するプロダク
ト用に基本的な設定をして一度ビルドした Atmark Dist を用意してください。can-utils を使用可能にす
るには、Atmark Dist のユーザーランドコンフィギュレーションで以下の項目にチェックを入れます。
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Userland Configuration
  Network Applications  --->
    [*] can-utils  ← チェックを入れる
    [*]   cansend  ← チェックを入れる
    [*]   candump  ← チェックを入れる
    [*]   cangen   ← チェックを入れる

図 2.65 can-utilsr を選択する

これらを選択した状態でユーザーランドをビルドし、作成されたルートファイルシステムイメージ
(romfs.img.gz)を Armadillo のフラッシュメモリのユーザーランド領域に書き込んでください。

2.5.6. 使用例
実際に、CAN バスを通じて Armadillo 同士で通信をおこなう手順を説明します。

まず、通信速度を設定します。通信速度は送受信をおこなうノード全てで一致している必要があるの
で、それぞれの Armadillo でおこなってください。FlexCAN フレームワークを使っている場合、通信速
度は sysfs インターフェースで設定します。通信速度は「図 2.66. CAN 通信速度の計算式」に示す式で
算出します。通信速度の設定例を「表 2.8. CAN 通信速度の設定例」に示します。

src_clk = 66,500,000 (br_clksrc = bus の場合)
src_clk = 24,000,000 (br_clksrc = osc の場合)
通信速度[bps] = src_clk / br_presdiv / (1 + br_propseg + br_pseg1 + br_pseg2)

図 2.66 CAN 通信速度の計算式

表 2.8 CAN 通信速度の設定例
通信速度 br_clksrc br_presdiv br_propseg br_pseg1 br_pseg2
500000 bus 7 5 5 8
1007575 bus 3 7 7 7
950000 bus 5 4 5 5
25000 bus 133 6 6 7
10390 bus 256 8 8 8
945231 osc 2 4 4 5

次に、CAN インターフェースを有効にします。これも、それぞれの Armadillo で実行します。

[armadillo ~]# ifconfig can0 up

図 2.67 CAN インターフェースの有効化

CAN メッセージを受信する Armadillo で、candump を実行しておきます。

[armadillo ~]# candump can0

図 2.68 CAN メッセージの受信
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別の Armadillo で cansend を実行すると、一つのメッセージを送信できます。「図 2.69. CAN メッセー
ジの送信」の例では、ID=0x5a5、データ=0x1234567 を送信しています。

[armadillo ~]# cansend can0 5a5#01234567

図 2.69 CAN メッセージの送信

candump コマンドを実行している受信側の Armadllo では、メッセージを受信すると「図 2.70. CAN
メッセージの受信」に示しすような表示が得られます。

[armadillo ~]# candump can0
  can0  5a5  [4] 01 23 45 67

図 2.70 CAN メッセージの受信

また、cangen を実行すると、連続したメッセージを送信できます。オプションに CAN インターフェー
ス名だけを指定した場合、cangen はアドレス、データ共にランダムな値を送信します。

[armadillo ~]# cangen can0

図 2.71 連続した CAN メッセージの送信

candump を実行している受信側の Armadillo では、「図 2.72. 連続した CAN メッセージの受信」に示
すような受信結果が得られます。

[armadillo ~]# candump can0
  can0  567  [6] 69 98 3C 64 73 48
  can0  451  [8] 4A 94 E8 2A EC 58 55 62
  can0  729  [8] BA 58 1B 3D AB D7 7E 50
  can0  1F2  [8] E3 A9 E2 79 46 E1 45 75
  can0   7C  [2] 54 08
  :
  :
  :

図 2.72 連続した CAN メッセージの受信

2.6. USB 無線 LAN モジュール
IEEE 802.11b/g/n 対応の USB 無線 LAN モジュールを Armadillo-400 シリーズに接続して使用方法

について紹介します。現在入手可能な USB 無線 LAN デバイスのほとんどは、RaLink 社製モジュールを
内蔵しているものと Realtek 社製モジュールを内蔵しているものの、いずれかのようです。ここで紹介
する方法は、RaLink 社製モジュール RT8070/RT3070/RT3370 を内蔵しているものを対象とします。

使用するソフトウェア、デバイスは以下のとおりです。

1. Linux カーネル: linux-2.6.26-at13

2. ユーザーランド: Atmark Dist v20101220
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3. USB 無線 LAN ドライバー: 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO

4. USB 無線 LAN モジュール[5]

a. GW-USMicroN (Planex 社製)

b. GW-USMicroN-G (Planex 社製)

c. GW-USMicro300 (Planex 社製)

d. LAN-W150N/U2D (Logitec 社製)

おおまかな手順としては、次のようになります。

1. USB 無線 LAN ドライバーのソースコードアーカイブの取得

2. USB 無線 LAN ドライバーのビルド

3. USB 無線 LAN の設定

2.6.1. USB 無線 LAN ドライバーのソースコードアーカイブの取得
USB 無線 LAN モジュールのドライバーは Linux カーネルに含まれていないため、メーカーのサイト

からソースコードをダウンロードしてきて、ビルドする必要があります。作業用 PC の Web ブラウザで
RaLink 社の Linux ドライバーページ[6]にアクセスし、「RT8070/RT3070/RT3370 USB」をクリック
してください。ライセンス(GPL v2)に同意するかを聞かれるページに移動するので、ライセンスに同意
する場合は、「Your Name」と「Your Email」を入力して「Accept」をクリックします。すると、USB
無線 LAN ドライバーのソースコードアーカイブ 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO.bz2 をダウ
ンロードできます。

2.6.2. USB 無線 LAN ドライバーのビルド
ダウンロードしたソースコードアーカイブをビルドし、ユーザーランドに組み込みます。事前に、第

1 部「Atmark Dist を使ったルートファイルシステムの作成」などを参照し、使用するプロダクト用に
基本的な設定をして、一度ビルドした Atmark Dist を用意してください。

まずは、ソースコードアーカイブを展開します。ソースコードアーカイブは、atmark-dist ディレクト
リと同じディレクトリに置いてから展開してください。

[ATDE ~]$ ls
atmark-dist 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO.bz2
[ATDE ~]$ tar xjvf 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO.bz2

図 2.73 USB 無線 LAN ドライバーのソースコードアーカイブを展開する

Armadillo 用にドライバーをビルドするために、いくつか修正が必要です。修正はパッチにまとめてあ
るので、パッチをダウンロードして適用します。
[5]ここで使用するデバイス以外の Armadillo-400 シリーズで動作確認済みのデバイスについては、Armadillo 開発者サイトの動作
デバイス(http://armadillo.atmark-techno.com/tested-devices)のページを参照してください。
[6]http://www.ralinktech.com/support.php?s=2
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[ATDE ~]$ wget http://download.atmark-techno.com/misc/2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO- ⏎
armadillo_20101220.diff
[ATDE ~]$ cd 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO
[ATDE ~/2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO]$ patch -p1 < ../ ⏎
2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO-armadillo_20101220.diff

図 2.74 USB 無線 LAN ドライバーへのパッチの適用

パッチの内容は、「図 2.75. USB 無線 LAN ドライバーへのパッチ」に示すものです。Armadillo 用に
ビルドするための設定、生成物(カーネルモジュール、設定ファイル)を atmark-dist にコピーする処理、
いくつかのデバイスサポートを追加しています。

diff -urN 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO/Makefile ⏎
2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO-armadillo/Makefile
--- 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO/Makefile    2010-08-31 18:12:20.000000000 +0900
+++ 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO-armadillo/Makefile  2010-12-10 14:11:18.000000000 +0900
@@ -15,7 +15,8 @@
 RTMP_SRC_DIR = $(RT28xx_DIR)/RT$(CHIPSET)

 #PLATFORM: Target platform
-PLATFORM = PC
+#PLATFORM = PC
+PLATFORM = ARMADILLO
 #PLATFORM = 5VT
 #PLATFORM = IKANOS_V160
 #PLATFORM = IKANOS_V180
@@ -147,6 +148,12 @@
 CROSS_COMPILE =
 endif

+ifeq ($(PLATFORM),ARMADILLO)
+DIST_SRC = `pwd`/../atmark-dist
+LINUX_SRC = $(DIST_SRC)/linux-2.6.x
+CROSS_COMPILE = arm-linux-gnueabi-
+endif
+
 ifeq ($(PLATFORM),IXP)
 LINUX_SRC = /project/stable/Gmtek/snapgear-uclibc/linux-2.6.x
 CROSS_COMPILE = arm-linux-
@@ -347,6 +354,11 @@
        cp -f $(RT28xx_DIR)/os/linux/rtnet$(CHIPSET)apsta.ko /tftpboot
 endif
 else
+ifeq ($(PLATFORM),ARMADILLO)
+       mkdir -p $(DIST_SRC)/romfs/lib/modules $(DIST_SRC)/romfs/etc/Wireless/RT2870STA
+       cp -f $(RT28xx_DIR)/os/linux/rt$(CHIPSET)sta.ko $(DIST_SRC)/romfs/lib/modules
+       cp -f RT2870STA.dat $(DIST_SRC)/romfs/etc/Wireless/RT2870STA
+else
        cp -f $(RT28xx_DIR)/os/linux/rt$(CHIPSET)sta.ko /tftpboot
 ifeq ($(OSABL),YES)
        cp -f $(RT28xx_DIR)/os/linux/rtutil$(CHIPSET)sta.ko /tftpboot
@@ -355,6 +367,7 @@
 endif
 endif
 endif
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+endif

 release:
@@ -388,6 +401,9 @@
        $(MAKE) -C os/linux clean
        rm -rf os/linux/Makefile
 endif
+ifneq ($(TARGET),THREADX)
+       $(MAKE) -C tools clean
+endif
 ifeq ($(TARGET), UCOS)
        $(MAKE) -C os/ucos clean MODE=$(RT28xx_MODE)
 endif
diff -urN 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO/RT2870STA.dat ⏎
2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO-armadillo/RT2870STA.dat
--- 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO/RT2870STA.dat       2010-08-31 18:12:20.000000000 +0900
+++ 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO-armadillo/RT2870STA.dat     2010-12-09 ⏎
23:07:37.000000000 +0900
@@ -1,8 +1,8 @@
 #The word of "Default" must not be removed
 Default
 CountryRegion=5
-CountryRegionABand=7
-CountryCode=
+CountryRegionABand=1
+CountryCode=JP
 ChannelGeography=1
 SSID=11n-AP
 NetworkType=Infra
diff -urN 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO/common/rtusb_dev_id.c ⏎
2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO-armadillo/common/rtusb_dev_id.c
--- 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO/common/rtusb_dev_id.c       2010-09-01 ⏎
10:47:30.000000000 +0900
+++ 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO-armadillo/common/rtusb_dev_id.c     2010-12-10 ⏎
15:23:56.000000000 +0900
@@ -66,6 +66,8 @@
        {USB_DEVICE(0x13D3,0x3305)}, /* AzureWave 3070*/
        {USB_DEVICE(0x1044,0x800D)}, /* Gigabyte GN-WB32L 3070 */
        {USB_DEVICE(0x2019,0xAB25)}, /* Planex Communications, Inc. RT3070 */
+       {USB_DEVICE(0x2019,0xAB29)}, /* Planex Communications, Inc. */
+       {USB_DEVICE(0x2019,0xED14)}, /* Planex Communications, Inc. */
        {USB_DEVICE(0x2019,0x5201)}, /* Planex Communications, Inc. RT8070 */
        {USB_DEVICE(0x07B8,0x3070)}, /* AboCom 3070 */
        {USB_DEVICE(0x07B8,0x3071)}, /* AboCom 3071 */
@@ -84,6 +86,7 @@
        {USB_DEVICE(0x1D4D,0x0011)}, /* Pegatron Corporation 3072 */
        {USB_DEVICE(0x5A57,0x5257)}, /* Zinwell 3070 */
        {USB_DEVICE(0x5A57,0x0283)}, /* Zinwell 3072 */
+       {USB_DEVICE(0x04BB,0x0944)}, /* I-O DATA */
        {USB_DEVICE(0x04BB,0x0945)}, /* I-O DATA 3072 */
        {USB_DEVICE(0x04BB,0x0947)}, /* I-O DATA 3070 */
        {USB_DEVICE(0x04BB,0x0948)}, /* I-O DATA 3072 */
@@ -106,9 +109,16 @@
        {USB_DEVICE(0x13D3,0x3307)}, /* Azurewave */
        {USB_DEVICE(0x13D3,0x3321)}, /* Azurewave */
        {USB_DEVICE(0x07FA,0x7712)}, /* Edimax */
-       {USB_DEVICE(0x0789,0x0166)}, /* Edimax */
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+       {USB_DEVICE(0x0789,0x0162)}, /* Logitec */
+       {USB_DEVICE(0x0789,0x0163)}, /* Logitec */
+       {USB_DEVICE(0x0789,0x0164)}, /* Logitec */
+       {USB_DEVICE(0x0789,0x0166)}, /* Logitec */
+       {USB_DEVICE(0x0789,0x0168)}, /* Logitec */
        {USB_DEVICE(0x0DB0,0x822B)}, /* MSI 3070*/
        {USB_DEVICE(0x0DB0,0x871B)}, /* MSI 3070*/
+       {USB_DEVICE(0x0411,0x015D)}, /* Buffalo */
+       {USB_DEVICE(0x0411,0x016F)}, /* Buffalo */
+       {USB_DEVICE(0x0411,0x01A2)}, /* Buffalo */
 #endif // RT3070 //
 #ifdef RT3370
        {USB_DEVICE(0x148F,0x3370)}, /* Ralink 3370 */
diff -urN 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO/os/linux/config.mk ⏎
2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO-armadillo/os/linux/config.mk
--- 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO/os/linux/config.mk  2010-08-31 18:12:20.000000000 +0900
+++ 2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO-armadillo/os/linux/config.mk        2010-12-10 ⏎
14:05:40.000000000 +0900
@@ -148,7 +148,7 @@
 # config for STA mode

 ifeq ($(RT28xx_MODE),STA)
-WFLAGS += -DCONFIG_STA_SUPPORT -DDBG
+WFLAGS += -DCONFIG_STA_SUPPORT #-DDBG

 ifeq ($(HAS_XLINK),y)
 WFLAGS += -DXLINK_SUPPORT
@@ -545,6 +545,10 @@
     endif
 endif

+ifeq ($(PLATFORM),ARMADILLO)
+EXTRA_CFLAGS := $(WFLAGS) -I$(RT28xx_DIR)/include -O3
+endif
+
 #If the kernel version of RMI is newer than 2.6.27, please change "CFLAGS" to "EXTRA_FLAGS"
 ifeq ($(PLATFORM),RMI)
 EXTRA_CFLAGS := -D__KERNEL__ -DMODULE=1 -I$(LINUX_SRC)/include -I$(LINUX_SRC)/include/asm-mips/ ⏎
mach-generic  -I$(RT28xx_DIR)/include -Wall -Wstrict-prototypes -Wno-trigraphs -O2 -fno-strict- ⏎
aliasing -fno-common -DCONFIG_IFX_ALG_QOS -DCONFIG_WAN_VLAN_SUPPORT -fomit-frame-pointer - ⏎
DIFX_PPPOE_FRAME -G 0 -fno-pic -mno-abicalls -mlong-calls -pipe -finline-limit=100000 -mabi=32 -G ⏎
0 -mno-abicalls -fno-pic -pipe -msoft-float -march=xlr -ffreestanding  -march=xlr -Wa,--trap, - ⏎
nostdinc -iwithprefix include $(WFLAGS)

図 2.75 USB 無線 LAN ドライバーへのパッチ

パッチを適用したドライバーをビルドするには、make コマンドを実行してください。正常にビルドで
きると、カーネルモジュール(rt3370sta.ko)が atmark-dist/romfs/lib/modules/に、設定ファイル
(RT2870STA.dat)が atmark-dist/romfs/etc/Wireless/RT2870STA/にコピーされます

[ATDE ~/2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO]$ make

図 2.76 USB 無線 LAN ドライバーのビルド
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atmark-dist に移動し、make image コマンドを実行すると、USB 無線 LAN モジュールのカーネルモ
ジュールを含んだルートファイルシステムイメージ(romfs.img.gz)が作成されます。それを、Armadillo
のフラッシュメモリのユーザーランド領域に書き込んでください。

[ATDE ~/2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO]$ cd ../atmark-dist
[ATDE ~/atamrk-dist]$ make image

図 2.77 USB 無線 LAN ドライバーを含んだルートファイルシステムの作成

2.6.3. USB 無線 LAN の設定
ここからは、Armadillo 実機での作業になります。まずは、設定ファイル/etc/Wireless/RT2870STA/

RT2870STA.dat をアクセスポイントに合わせて設定します。例として、ESSID=my-essid、認証方式
=WPA-PSK 、 暗 号 化 方 式 =AES 、 WPA 共 有 キ ー =my-preshared-key の 場 合 、「 図  2.78.
RT2870STA.dat 設 定 例 」 の よ う に 設 定 し ま す 。 設 定 フ ァ イ ル の 記 述 方 法 は 、
2010_0831_RT3070_Linux_STA_v2.4.0.1_DPO/README_STA_usb を参照してください。

SSID=my-essid
AuthMode=WPAPSK
EncrypType=AES
WPAPSK=my-preshared-key

図 2.78 RT2870STA.dat 設定例

Armadillo に USB 無線 LAN モジュールを接続すると、「図 2.79. USB 無線 LAN モジュールを接続し
たときに表示されるカーネルメッセージ」に示すようなカーネルメッセージが表示されます。(カーネル
メッセージは、接続するポートによって異なります。)

usb 2-1: new high speed USB device using fsl-ehci and address 2
usb 2-1: configuration #1 chosen from 1 choice

図 2.79 USB 無線 LAN モジュールを接続したときに表示されるカーネルメッセージ

insmod コマンドで、カーネルモジュールをロードします。

[armadillo ~]# insmod /lib/modules/rt3370sta.ko
Using /lib/modules/rt3370sta.ko
rtusb init
---> usbcore: registered new interface driver rt2870

図 2.80 USB 無線 LAN ドライバーのカーネルモジュールのロード

ifconfig コマンドで、ネットワークインターフェースを有効にします。ネットワークインターフェー
ス名は ra0 です。
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[armadillo ~]# ifconfig ra0 up
0x1300 = 00064300

図 2.81 ネットワークインターフェースの有効化

後は、通常のネットワークデバイスと同様に IP アドレスの設定などをおこなってください。また、
iwconfig、iwlist、iwpriv コマンドを利用して無線 LAN 接続の状態確認や管理ができます。

2.7. USB 接続 Web カメラ
USB 接続の Web カメラを使用する例として、カメラで撮影した映像をストリーミング配信し、Web

ブラウザから閲覧する方法を紹介します。現在入手可能な USB 接続のカメラは、ほとんどものが
UVC(USB Video Class)対応のものとなっています。Armadillo-400 シリーズでは、UVC クラス対応
のカメラであれば、大抵のものが使用可能です[7]。

使用するソフトウェア、デバイスは以下のとおりです。

1. Linux カーネル: linux-2.6.26-at13

2. ユーザーランド: Atmark Dist v20101220

3. ビデオサーバー: MJPG-streamer (Atmark Dist に含まれるもの)

4. Web カメラ: Qcam Orbit AF「Logicool(Logitech 社)製」[8]

Armadillo-420 ベーシックモデル開発セットの場合、標準状態で、UVC 対応 Web カメラを接続する
と、自動でそれを認識しビデオサーバーを起動するようになっています。つまり、Web カメラを接続す
るだけで、Web ブラウザでリモートからカメラ画像を閲覧可能な状態になります[9]。

ここでは、Armadillo-440 を対象に Armadillo-420 ベーシックモデル開発セットで行っていることと
同じ機能を実現します。手順としては、次のようになります。なお、Linux カーネルの UVC 対応機能は
標準で有効になっているため、カーネルを変更する必要はありません。標準のものを使用してください。

1. MJPG-streamer の動作を確認する

2. Web カメラが接続されたら、MJPG-streamer が自動起動するよう設定する

2.7.1. MJPG-streamer を使う
MJPG-streamer の自動起動設定を行う前に、単体で動作することを確認しましょう。

Armadillo-440 に Web カメラ(Qcam Orbit AF)を接続すると、コンソールに以下のような表示が出
力されます。Web カメラは多くの帯域を消費しますので、USB High Speed ポート(CON5 下段)に接
続してください。

[7]Armadillo-400 シリーズで動作確認済みのデバイスについては、Armadillo 開発者サイトの動作デバイス(http://
armadillo.atmark-techno.com/tested-devices)のページを参照してください。
[8]http://www.logicool.co.jp/ja-jp/webcam-communications/webcams/devices/3480
[9]Armadillo-420 ベーシックモデル開発セットスタートアップガイド 「UVC 対応 Web カメラ」を参照してください。
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usb 2-1: new high speed USB device using fsl-ehci and address 2
usb 2-1: configuration #1 chosen from 1 choice
uvcvideo: Found UVC 1.00 device <unnamed> (046d:0994)
input: UVC Camera (046d:0994) as /devices/platform/fsl-ehci.1/usb2/2-1/2-1:1.0/input/input2

図 2.82 Web カメラを接続したときに表示されるカーネルメッセージ

Web カメラが認識されると、ビデオ入力用のデバイスファイル/dev/video0 が作成されます。これを
引数として、「図 2.83. mjpg_streamer コマンドの実行」に示すコマンドを実行すると、MJPG streamer
が起動します。MJPG streamer が動作している状態で http://Armadillo の IP アドレス/:8080 にアク
セスすると、「図 2.84. MJPG-Streamer Demo Pages 画面」が表示されます。静止画、動画、および
Pan/Tilt/LED の On/Off 等の制御をすることができます[10]。

[armadillo ~]#  mjpg_streamer -i "/usr/lib/mjpg_streamer/input_uvc.so --device /dev/video0 --yuv -- ⏎
resolution QVGA --fps 10" -o "/usr/lib/mjpg_streamer/output_http.so --www /usr/lib/mjpg_streamer/ ⏎
www"
MJPG Streamer Version.: 2.0
 i: Using V4L2 device.: /dev/video0
 i: Desired Resolution: 320 x 240
 i: Frames Per Second.: 10
 i: Format............: YUV
 i: JPEG Quality......: 80
 o: www-folder-path...: /usr/lib/mjpg_streamer/www/
 o: HTTP TCP port.....: 8080
 o: username:password.: disabled
 o: commands..........: enabled

図 2.83 mjpg_streamer コマンドの実行

[10]Internet Exploler 6 及び 7 では、MJPEG によるストリーム(動画)を閲覧することができません。しかし、Javascript を使用
したストリーム(動画) は、Internet Explorer でも閲覧することができます。
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図 2.84 MJPG-Streamer Demo Pages 画面

mjpg_streamer コマンドの引数のとり方は少々特殊です。-i オプションに続き、入力に関する引数を
「"」で囲って指定します。出力に関する引数は、-o オプションの後に指定します。

表 2.9 mjpg_streamer コマンドの引数

引数 説明
/usr/lib/mjpg_streamer/

input_uvc.so
UVC カメラからの入力を処理する入力プラグイン使用します。

--device ビデオ入力用のデバイスファイルを指定します。
--yuv カメラが出力する画像形式を YUYV 形式にします。このオプショ

ンを指定しない場合、MJPG 形式となります。
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引数 説明
--resolution カメラが出力する画像の解像度を指定します。QVGA や VGA な

どの文字列で指定する他、640x480 のように数値で指定するこ
ともできます。

--fps カメラが出力する画像の FPS(frames per sec)を指定します。
/usr/lib/mjpg_streamer/

output_http.so
HTTP 出力を行う出力プラグインを使用します。

--www MJPG streamer が表示する Web ページが置かれたディレクト
リを指定します。

mjpg_streamer コマンドに指定できる引数は、プラグインごとに異なります。各プラグインが取ること
ができる引数を確認するには、「図 2.85. mjpg_streamer コマンドのヘルプを調べる」のようにします。

[armadillo ~]#  mjpg_streamer -i "/usr/lib/mjpg_streamer/input_uvc.so --help"

図 2.85 mjpg_streamer コマンドのヘルプを調べる

2.7.2. MJPG-streamer を自動起動する
mjpg_streamer コマンドが単体で動作することが確認できましたので、次は Web カメラが接続された

ときにそのコマンドを自動で実行するよう設定します。「デバイスが接続された時に何かの処理をおこな
う」という機能は、Linux システムの udev の仕組みを利用して実現します。

udev により、デバイスが新たに接続されるとそれに対応するデバイスファイルが自動で作成されま
す。Web カメラが接続された時に/dev/video0 が作成されたのは udev の働きによるものです。また、
udevd デーモンは、デバイスが接続または取り外された時にカーネルから送られてくるメッセージ(uevent)
を受け取り、それに対応した処理を実行します。どのようなデバイスが接続または取り外された時にど
のような処理を行うか、というルールは、/etc/udev/rules.d/ディレクトリに置かれたファイルに記述
します。udev ルールについての詳細は、man 7 udev を参照してください。

今回は、「図 2.86. Web カメラが接続/取り外しされた時にスクリプトを実行する udev ルール」に示
すルールを使用します。これを、/etc/udev/rules.d/z10_mjpg-streamer.rules というファイル名で保
存してください。USB High Speed ポート(CON5 下段)に Web カメラが接続されると、/etc/config/
mjpg-streamer.sh start $KERNEL というコマンドが実行されます。$KERNEL は、デバイスファイル名に
置き換えられます。同様に、Web カメラが取り外されると/etc/config/mjpg-streamer.sh stop $KERNEL
というコマンドが実行されます。

KERNEL=="video*", SUBSYSTEM=="video4linux", DRIVERS=="uvcvideo", DRIVERS=="usb", ⏎
ATTRS{busnum}=="2", ACTION=="add", RUN+="/etc/config/mjpg-streamer.sh start $KERNEL"

KERNEL=="video*", ACTION=="remove", RUN+="/etc/config/mjpg-streamer.sh stop $KERNEL"

図 2.86 Web カメラが接続/取り外しされた時にスクリプトを実行する udev ルール

/etc/config/mjpg-streamer.sh は、「図 2.87. mjpg_streamer を実行するシェルスクリプト」を使い
ます。/etc/config/mjpg-streamer.sh に実行権限をつける(chmod +x /etc/config/mjpg-streamer.sh)の
を忘れないようにしてください。Web カメラが接続されたときは start を伴って実行されるため、
start_action()を行います。start_action()内では、ledctrl コマンドを使用して赤色 LED を点滅させ、
mjpg_streamer コマンドを実行します。また、PID を使用して多重起動の防止をしています。Web カメ
ラが取り外されたときは、stop_action()が実行され、mjpg_streamer プロセスの停止と LED 点滅の停止
を行います。
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#!/bin/sh

ACTION=$1
DEVICE=$2

RUNPREFIX=/var/run/mjpg-streamer
RUNFILE=${RUNPREFIX}.${DEVICE}.pid

LIBDIR=/usr/lib/mjpg_streamer

make_run_file() {
    echo $1 > $RUNFILE
}

start_action() {
    if [ ! -z "`ls ${RUNPREFIX}.* 2>/dev/null`" ]; then
        return
    fi
    ledctrl red blink_on 500
    mjpg_streamer -i "${LIBDIR}/input_uvc.so --device /dev/${DEVICE} --yuv --resolution QVGA --fps ⏎
10" -o "${LIBDIR}/output_http.so --www ${LIBDIR}/www" >/dev/null 2>&1 &
    make_run_file $!
}

stop_action() {
    if [ ! -e ${RUNFILE} ]; then
        return
    fi
    kill `cat ${RUNFILE} 2>&1` >/dev/null 2>&1
    ledctrl red blink_off
    rm -f $RUNFILE
}

case $ACTION in
    start)
        start_action
        ;;
    stop)
        stop_action
        ;;
    *)
        ;;
esac

図 2.87 mjpg_streamer を実行するシェルスクリプト

以上の設定を行うと、Web カメラを接続すると自動でビデオサーバーが起動するようになります。

2.8. USB 接続モニタ
Armadillo-400 シリーズは基本的には LCD 以外のビデオ出力機能を持っていませんが、PC 用に販売

されている USB 接続可能なモニタやディスプレイアダプタを使うことで、簡単にビデオ出力機能を追加
することができます。これを応用すると、Armadillo をベースにしたデジタルサイネージを作るといった
ことも可能になります。ここでは、DisplayLink 社のチップが搭載された USB ディスプレイアダプタ
LDE-SX015U を使用する方法を紹介します
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使用するソフトウェアおよびハードウェアは、以下の通りです。

• linux カーネル: linux-2.6.26-at13

• ユーザーランド: Atmark Dist v20101220

• 開発環境: ATDE3 v20100309

• USB ディスプレイアダプタ: LDE-SX015U (Logitec 社製)

2.8.1. 基本的な構造
Armadillo で USB ディスプレイアダプタを使用する場合でも、基本的な仕組みは PC で使う場合と同

じです。PC や Armadillo から DisplayLink 社製のチップが搭載された USB ディスプレイアダプタは、
USB 2.0 で接続します。

図 2.88 USB ディスプレイアダプタの接続

ディスプレイアダプタからモニターまでは、アダプタによって異なります。HDMI や VGA など、製品
によって異なりますので、お使いの製品のマニュアルを確認してください。USB 接続モニタの場合、
DisplayLink とモニタが一体になっている場合があります。その場合、DisplayLink とモニタを接続する
必要はありません。

Linux システムで DisplayLink 社製チップが搭載された製品を使うには、2 通りの方法があります。一
つはフレームバッファとして使う方法、もう一つは専用のライブラリを使って表示する方法です。フレー
ムバッファのドライバを組み込んでしまえば、一般的なフレームバッファにアクセスする方法と同じよ
うに動きますので、X Window System や Android も動かすことができます。但し、これにはカーネル
での対応が必要など、手順が複雑です。

他の方法としては、専用のライブラリ(libdlo)を使った方法があります。この方法であれば、カーネル
が対応していなくても簡単にアプリケーションだけで描画することが可能です。ここでは、libdlo を使っ
た方法を紹介します。
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libdlo
libdlo は、freedesktop.org で開発されている DisplayLink チップ用のラ
イブラリです[11]。libusb[12]を使って、DisplayLink チップとの通信をお
こないます。

2.8.2. DisplayLink
USB ディスプレイアダプタの使用方法について説明する前に、DisplayLink とそれを使用する利点に

ついて解説します。DisplayLink 社は、USB 接続のグラフィックスチップを製造しているメーカーです。
これまでの USB 接続のグラフィックスチップでは、高解像度や高いリフレッシュレートのビデオ出力を
おこなおうとすると、USB の帯域がボトルネックになっていました。DisplayLink 社製チップを使った
場合、画像をそのまま USB を通して転送するのではなく、一度圧縮してから転送し、DisplayLink チッ
プ内で展開してモニタに出力するというアプローチで、USB 帯域の問題を解決しています。既存の USB
接続モニタ用のチップと異なり、DisplayLink 社製のチップを使った製品では比較的高解像度の出力が得
やすいことから、近年採用製品が増えています。

Armadillo で DisplayLink を採用することにはいくつか利点があります。

まず挙げられるのは、高解像度の描画が可能になる点です。Armadillo が表示できる画面サイズは、使
用している LCD コントローラによって決まります。Armadillo-400 シリーズの場合、i.MX25 内蔵の
LCD コントローラーを使用しているため、最大 800×600 サイズとなります。しかし、DisplayLink を
使えば、1920×1080 という大きさの表示をすることも可能です。[13]

また、画面出力に要するメモリを節約可能というメリットもあります。これには少し説明が必要でしょ
う。

モニタは、基本的に常時データを表示している機器です。PC で通常のビデオカードを使用した場合、
この表示されているデータは、ビデオカードからモニタに随時転送されています。モニタが中でバッファ
しているわけではありません。これは、液晶モニタでも CRT モニタでも変わりありません。

この事情は、Armadillo でも同様です。Armadillo-440 液晶モデルの場合、オンボードメモリの一部
を LCD に表示するための画像を格納するメモリ領域として確保し、そこから常にデータを読み出し、
LCD の信号に変換しています。この処理は i.MX25 内蔵の LCD コントローラが担っています。

つまり、メモリ帯域の一部を常に一定量消費していることになります。動画のように、常時画面が変
化していくのであればこれも仕方の無いことですが、静止画のように一定時間同じ画像を表示する場合、
これはいささかもったいないように思えます。

DisplayLink は内部にビデオメモリを持っていますので、Armadillo から画像を転送し終わった後は、
Armadillo 側のメモリを開放してしまっても問題ありません。もちろん、DisplayLink とモニタとの間で
は常にデータが流れているわけですが、Armadillo から DisplayLink へは必要なときにデータを転送す
るだけで良いわけです。

Armadillo-400 シリーズの動作クロックは 400MHz とそう速いわけではないので、残念ながら、高
いリフレッシュレートで描画をおこなうといったことは、できません。しかし、DisplayLink を使用する
と高解像度のきれいな画像を大きなモニタで表示するといったことが可能になります。
[11]http://libdlo.freedesktop.org/wiki/FrontPage
[12]これも、ユーザランドで USB を操作するためのライブラリです。
[13]同じ DisplayLink チップ搭載品であっても、出力できる解像度は各製品により異なります。
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2.8.3. libdlo のビルド
それでは実際に、DisplayLink のデバイスを Armadllo に繋いで、画像を描画してみましょう。libdlo

にはテスト用のコードも入っていますので、今回はこれを使用することにします。

libdlo をビルドする前に、ATDE3 に libdlo をビルドするために必要なパッケージをインストールしま
す。

[ATDE ~]$ sudo apt-get update && sudo apt-get upgrade
[ATDE ~]$ sudo apt-get install autoconf automake libtool
[ATDE ~]$ apt-cross --arch armel --suite lenny --install libusb-0.1-4 libusb-dev

図 2.89 libdlo をビルドするために必要なパッケージのインストール

libdlo のソースコードは、freedesktop.org の git リポジトリからクローンしてきます。

[ATDE ~]$ git clone git://anongit.freedesktop.org/libdlo

図 2.90 libdlo リポジトリのクローン

以下のようにして、libdlo をビルドしてください。

[ATDE ~]$ cd libdlo
[ATDE ~/libdlo]$ mkdir config
[ATDE ~/libdlo]$ ./autogen.sh
[ATDE ~/libdlo]$ ./configure --host=arm-linux-gnueabi
[ATDE ~/libdlo]$ make

図 2.91 libdlo のビルド

libdlo/src/.libs/libdlo.so.0.1.0 に libdlo の共有ライブラリが生成されます。

2.8.4. サンプルプログラムの実行
以下のファイルを Armadillo に lftp 等でコピーしてください。

表 2.10 libdlo サンプルプログラムの動作に必要なファイル
ATDE 上のパス Armadillo 上でのパス
/usr/arm-linux-gnueabi/lib/libusb-0.1.so.
4.4.4

/home/ftp/pub/libusb-0.1.so.4.4.4

libdlo/src/.libs/libdlo.so.0.1.0 /home/ftp/pub/libdlo.so.0.1.0
libdlo/test/.libs/test1 /home/ftp/pub/test1
libdlo/test/images/test08.bmp /home/ftp/pub/images/test08.bmp
libdlo/test/images/test16.bmp /home/ftp/pub/images/test08.bmp
libdlo/test/images/test24.bmp /home/ftp/pub/images/test08.bmp
libdlo/test/images/test32.bmp /home/ftp/pub/images/test08.bmp

サンプルプログラムからライブラリが使用可能なように、ライブラリディレクトリに共有ライブラリ
のシンボリックリンクを作成しておきます。
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[armadillo ~]# cd /home/ftp/pub
[armadillo /home/ftp/pub]# ln -s `pwd`/libdlo.so.0.1.0 /usr/lib/libdlo.so.0
[armadillo /home/ftp/pub]# ln -s `pwd`/libusb-0.1.so.4.4.4 /usr/lib/libusb-0.1.so.4

図 2.92 libdlo ライブラリのシンボリックリンクを作成

Armadillo と USB ディスプレイアダプタ、USB ディスプレイアダプタをモニタをそれぞれ接続して
ください。USB ディスプレイアダプタは、Armadillo の USB 2.0High Speed ポート(CON5 下段)に接
続してください。

サンプルプログラム test1 を実行するとモニタにテスト画面が表示されます。

[armadillo /home/ftp/pub]# chmod +x test1
[armadillo /home/ftp/pub]# ./test1

図 2.93 テストプログラムの実行

2.9. LCD のカスタマイズ
Armadillo-440 に、Armadillo-400 シリーズ LCD 拡張ボードで採用している LCD 以外の LCD を接

続する方法について紹介します[14]。

図 2.94 タッチパネルディスプレイ接続例

Armadillo-440 液晶モデル開発セット(以降、LCD モデル)では、以下のデバイスが LCD 拡張ボード
経由で Armadillo-440 に接続されています。

1. LCD：4.3 インチ WQVGA

2. タッチスクリーン：4 線式抵抗膜方式
[14]Armadillo-460 にも適用可能です。
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この章では以下の物を接続する場合を例に説明します。

1. LCD：10.4 インチ VGAFG

2. タッチスクリーン：4 線式抵抗膜方式

また、ソフトウェアは以下を使用します。

1. Linux カーネル: linux-2.6.26-at13

大きく、ハードウェアのカスタマイズとソフトウェア対応の２つに分けて説明していきます。ハード
ウェアのカスタマイズは、LCD パネルの接続、バックライトへの電源供給、タッチスクリーンの接続、
そしてボタンの接続について順番に説明していきます。ソフトウェア対応は、LCD パネル、バックライ
ト、タッチスクリーン、ボタンそれぞれのドライバーについて説明していきます。

2.9.1. ハードウェアのカスタマイズ
Armadillo-440 に LCD ディスプレイを接続する場合は、LCD モデルのように外部基板でコネクタ形

状を変換します。また、LCD バックライト用の電源も別途用意する必要あります。

イメージとして、以下のようなカスタムインターフェース基板を作ることになります。

図 2.95 カスタムインターフェース基板イメージ

今回の例に利用するデバイスの詳細は以下の通りです。

表 2.11 タッチパネルディスプレイ
製品型番 FG100410DNCWBGT1(DATA IMAGE 社製)
解像度 640 x 480 dot
LCD パネルの種類 TFT
タッチスクリーンの種類 4 線式抵抗膜方式
バックライトの種類 CCFL 蛍光管
インターフェースの種類 3.3V C-MOS 18bit パラレル RGB インターフェース
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電源電圧範囲 3.0V～3.6V
消費電流(3.3V) Typ. 420mA
コネクタ DF9C-31P-1V(32) (HIROSE)

LCD の選択
Armadillo-440 の LCD インターフェースは標準でパラレルインターフェー
スに対応していますので、パラレルインターフェースタイプの LCD パネ
ルを選択するようにしてください。Armadillo-440 で出力可能な最大解像
度は 800x600 ピクセルなので、それ以下の解像度の LCD パネルを選択
しましょう。

表 2.12 DC-AC インバータ（バックライト電源）
製品型番 CXA-P10A-P
出力開放電圧 1.5kV
出力電力 9W
入力電圧 5V

注意: 拡張基板の消費電流
LCD パネルの電源を Armadillo-440 の 3.3V 電源から供給する場合は、
外部回路の消費電流が最大合計 500mA 以下になるようにしてください。
詳細は、Armadillo-400 シリーズハードウェアマニュアル「5.18.電源回
路の構成」をご確認ください。

2.9.1.1. LCD パネルの接続
今回利用する 10.4 インチ LCD（FG100410DNCWBGT1）には 1mm ピッチ面実装タイプのコネク

タが付いています。このコネクタに Armadillo-440 の CON11（LCD インターフェース）を繋ぐために
コネクタの形状を変換します。以下の回路図のように LCD パネルのコネクタから Armadillo-440 の
CON11 と接続する FPC 0.5mm ピッチコネクタに配線します。FPC 0.5mm ピッチコネクタと
Armadillo-440 の CON11 は LCD モデルに付属している FFC ケーブルを使用して接続します。
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図 2.96 表示インターフェースの接続図

2.9.1.2. バックライトへの電源供給
FG100410DNCWBGT1 に電源を供給するように、以下の回路図のように DC-AC インバータを配線

します。

図 2.97 DC-AC インバータ接続図
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注意: バックライト駆動用のインバータ
CFL バックライト駆動用のインバータは高圧電圧が発生しますので、ショー
トやけがなどに十分ご注意ください。

バックライト電源の選択
バックライト電源は LCD パネルのバックライトの種類に合わせて用意す
る必要があります。 LCD モデルでは、LED バックライトタイプの LCD
パネルを使用していますが、今回使用する LCD パネルは蛍光灯（CFL）
バックライト方式の LCD パネルになります。 バックライト電源の選択で
は、Armadillo-440 の電源電圧と同じ 5V 入力の物を選択すると、電源が
統一できます。また CFL バックライト方式では、蛍光灯を駆動するため
に高圧電圧に変換する装置「インバータ」が必要で、インバータの出力電
流は蛍光管の定格より余裕のあるものを選択しましょう。ただし今回使用
した電源は都合により定格より少し下回っていますので定格通りの明るさ
で使用したい場合は、別の物を選択すると良いでしょう。

2.9.1.3. タッチスクリーンの接続
タッチパネルの信号と Armadillo-440 は以下の回路図のように配線します。
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図 2.98 タッチスクリーン接続図

タッチスクリーンの選択
4 線式抵抗膜方式のタッチパネルは Armadillo-440 に直接接続すること
が可能です。また、Armadillo 内部の IC 保護のためタッチパネルの信号
には過電圧および過電流保護素子を入れることを推奨します。

2.9.1.4. ボタンの接続

入力用のボタンは LCD モデルと同じピンに接続しています。
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図 2.99 ボタン接続図

2.9.2. ソフトウェア対応
ハードウェアのカスタマイズに合わせて、ソフトウェアも変更します。該当するファイルで定義され

ている設定項目を変更するだけで、簡単に新しいハードウェアに対応させることができます。
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2.9.2.1. LCD パネル
LCD パネルに描画するには、フレームバッファを使用します。フレームバッファドライバーのソース

コードは linux-2.6.26-at13/drivers/video/mxc/mx2fb.c です。Armadillo-400 シリーズのフレーム
バッファドライバーでは、色々な LCD に対応できるように、LCD パネルごとに異なるタイミング設定
を linux-2.6.26-at13/drivers/video/mxc/mxc_modedb.c に分離してあります。標準以外の LCD を
Armadillo-400 シリーズに接続したい場合は、mxc_modedb.c に設定を追加し、使用する設定をカーネル
コンフィギュレーションまたはカーネルパラメータで指定します。

LCD パネルごとに設定する必要があるタイミング情報には、以下のものがあります。

• 垂直同期周波数(リフレッシュレート)

• ドットクロック(ピクセルクロック)

• 水平解像度(X レゾリューション)

• 垂直解像度(Y レゾリューション)

• 左マージン(水平バックポーチ)

• 右マージン(水平フロントポーチ)

• 水平同期期間(水平ブランク)

• 上マージン(垂直バックポーチ)

• 下マージン(垂直フロントポーチ)

• 垂直同期期間(垂直ブランク)

これらの項目に関しては、linux-2.6.26-at13/Documentation/fb/framebuffer.txt に説明が載ってい
るので参照してください。タイミング情報は、LCD パネルの製品マニュアルやデータシートを参照して
計算します。

ドットクロック = 水平同期周波数 × (水平解像度 + 左マージン + 右マージン + 水平同期期間)
水平同期周波数 = 垂直同期周波数 × (垂直解像度 + 上マージン + 下マージン + 垂直同期期間)

図 2.100 LCD パネルタイミング情報の計算式

こ れ ら の 値 を 計 算 し 、 linux-2.6.26-at13/drivers/video/mxc/mxc_modedb.c の 、
mxcfb_modedb(struct fb_videomode の配列)に追加します。
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struct fb_videomode {
        const char *name;       /* optional */
        u32 refresh;            /* optional */
        u32 xres;
        u32 yres;
        u32 pixclock;
        u32 left_margin;
        u32 right_margin;
        u32 upper_margin;
        u32 lower_margin;
        u32 hsync_len;
        u32 vsync_len;
        u32 sync;
        u32 vmode;
        u32 flag;
};

図 2.101 struct fb_videomode の定義(linux-2.6.26-at13/include/linux/fb.h)

FG100410DNCWBGT1 の場合、次のようになります。

表 2.13 FG100410DNCWBGT1 の LCD タイミング
項目 データシート記載の値 struct

fb_videomode のメ
ンバ名

値

ドットクロック
(fCLK=1/tCLK)

21～29[MHz] pixclock 39683[pico_secs/
clock]

水平同期期間(tHP) 800[tCLK] なし
水平解像度(tHV) 640[tCLK] xres 640[clock/line]
水平同期期間(tHBK) 160[tCLK] hsync_len 160[clock/line]
左マージン 記載なし left_margin 0[clock/line]
右マージン 記載なし right_margin 0[clock/line]
垂直同期周波数(fV) 60[Hz] refresh 60[frame/sec]
垂直解像度(tW) 480[tHP] yres 480[line/frame]
垂直同期期間(tBK) 45[tHP] vsync_len 45[line/frame]
上マージン 記載なし upper_margin 0[line/frame]
下マージン 記載なし lower_margin 0[line/frame]
シンクタイミング 記載なし sync 0
ビデオモード 記載なし vmode FB_VMODE_NONIN

TERLACED
その他 記載なし flag 0

同 時 に 、 LCD パ ネ ル と の 接 続 線 の ポ ラ リ テ ィ な ど を mxcfb_mode_disp_db(struct
mxcfb_mode_disp の配列)に追加します。FG100410DNCWBGT1 の場合、Data Enable 信号がアク
ティブハイなので、disp_iface メンバに MXCFB_DISP_OE_ACT_HIGH を指定します。name メンバに
は、struct fb_videomode の name と同じものを指定してください。
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struct mxcfb_mode_disp {
        char    *name;
        int     disp_iface;
};

図 2.102 struct mxcfb_mode_disp の定義(linux-2.6.26-at13/include/asm-arm/arch-mxc/
mxcfb.h)

実は、FG100410DNCWBGT1 用の値は既にカーネルに定義済みです。Armadillo を保守モードで起
動し、カーネルパラメータの video を指定すると、FG100410DNCWBGT1 用の設定を使用することが
できます。

hermit> setenv console=ttymxc0 video=mxcfb:bpp=16,FG100410DNCWBGT1

図 2.103 FG100410DNCWBGT1 用の設定を使用する

2.9.2.2. バックライト
バックライトの制御は、PWM 機能を使用した PWM バックライトドライバーがおこなっています。

バックライトドライバーの仕様に関しては、「Armadillo-400 シリーズソフトウェアマニュアル」の「LED
バックライト」の章を参照してください。

PWM バックライトドライバー自身のソースコードは linux-2.6.26-at13/drivers/video/backlight/
pwm_bl.c です。PWM 機能のドライバーのソースコードは、linux-2.6.26-at13/drivers/mxc/pwm/
mxc_pwm.c です。これらのドライバーは、Platform Driver[15]というドライバーモデルに従って実装され
ています。Platform Driver では、ボードごとに異なる設定を struct platform_device に記述すること
で、様々なボードに同じドライバーで対応できるようになっています。

Armadillo-400 シリーズの場合、ボードごとの設定は linux-2.6.26-at13/arch/arm/mach-mx25/
armadillo400.c に記述しています。バックライトに関連する設定には、「図 2.104. バックライトに関連
する設定」に挙げるものがあります。

static struct platform_pwm_data armadillo400_pwm1_data __maybe_unused = {
        .name = "pwm_bl",
        .invert = 1,
        .export = 0,
};

static struct platform_pwm_backlight_data armadillo440_pwm_backlight_data = {
        .pwm_id = 0,
        .max_brightness = 255,
        .dft_brightness = 255,
        .default_on = 1,
        .pwm_period_ns = 10*1000*1000,
};

図 2.104 バックライトに関連する設定

armadillo400_pwm1_data が PWM 機能に関連する設定です。バックライトには、PWM1 を使用し
ています。invert メンバで PWM のポラリティを指定することができます。また、export メンバに 1 を
[15]linux-2.6.26-at13/Documentation/driver-model/platform.txt 参照。
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指定すると、sysfs から PWM 出力の設定ができるようになります。PWM1 は、PWM バックライトド
ライバーによって出力の設定をおこなうため、0 が指定されています。

armadillo440_pwm_backlight_data が、PWM バックライトドライバーに関する設定です。pwm_id
メンバに、使用する PWM デバイスの ID を指定します。0 は PWM1 に対応します。max_brightness
メンバにバックライトの最大輝度を、dft_brightness にバックライト輝度の初期値を設定します。ま
た、default_on メンバに 1 を指定することで、起動直後からバックライトをオンにできます。
pwm_period_ns メンバで、PWM の周期をナノ秒単位で指定します。PWM バックライトドライバーで
は、輝度(brightness)を PWM のディーティー比で調整します。

2.9.2.3. タッチスクリーン
タッチスクリーンの入力は、ADC 機能を使用した ADC タッチスクリーンドライバーで処理していま

す。タッチスクリーンドライバーは Linux のインプットレイヤーに対応しているので、アプリケーショ
ンは/dev/input/event*のデバイスファイルを使ってデータを取り出すことができます。タッチスクリー
ンドライバーの仕様に関しては、「Armadillo-400 シリーズソフトウェアマニュアル」の「タッチスク
リーン」の章を参照してください。

ADC タッチスクリーンドライバー自身のソースコードは、drivers/input/touchscreen/imx_adc_ts.c
です。ADC ドライバーのソースコードは、linux-2.6.26-at13/drivers/mxc/adc/imx_adc.c です。PWM
バックライトと同様、ADC ドライバーも Platform Driver として実装されています。linux-2.6.26-at13/
arch/arm/mach-mx25/armadillo400.c 内の、ADC に関する設定は次の通りです。

static struct platform_imx_adc_data armadillo440_adc_data = {
        .is_wake_src = CONFIG_ARMADILLO400_TOUCHSCREEN_IS_WAKE_SRC,
};

図 2.105 ADC に関連する設定

is_wake_src メンバに 1 を指定すると、スリープ状態からタッチスクリーン入力で起床することがで
きるようになります。CONFIG_ARMADILLO400_TOUCHSCREEN_IS_WAKE_SRC は、Linux カーネ
ルコンフィギュレーションの、「System Type ---> Freescale MXC Implementations ---> MX25
Options ---> Armadillo-400 Board options ---> [*] Select touchscreen for wakeup source」を
チェックすると 1 に、チェックを外すと 0 に設定されます。

2.9.2.4. ボタン
ボタンからの入力は、GPIO を使用した GPIO キーボードドライバーで処理しています。GPIO キーボー

ドドライバーはタッチスクリーンドライバーと同様にインプットレイヤーに対応しています。ボタンの
ドライバーの仕様に関しては、「Armadillo-400 シリーズソフトウェアマニュアル」の「ボタン」の章を
参照してください。

GPIO キーボードドライバーのソースコードは、 linux-2.6.26-at13/drivers/input/keyboard/
gpio_keys.c です。GPIO キーボードドライバーも、Platform Driver として実装されています。PIO キー
ボードとして使用する GPIO のリストは、linux-2.6.26-at13/arch/arm/mach-mx25/armadillo400.c 内に
記述されています。
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static struct gpio_keys_button armadillo400_key_buttons[] = {
        {KEY_ENTER, GPIO(3, 30), 1, "SW1",     EV_KEY, CONFIG_ARMADILLO400_GPIO_KEYS_IS_WAKE_SRC},
#if defined(CONFIG_MACH_ARMADILLO440)
        {KEY_BACK,  GPIO(2, 20), 1, "LCD_SW1", EV_KEY, CONFIG_ARMADILLO400_GPIO_KEYS_IS_WAKE_SRC},
#if defined(CONFIG_ARMADILLO400_CON11_40_GPIO_2_29)
        {KEY_MENU,  GPIO(2, 29), 1, "LCD_SW2", EV_KEY, CONFIG_ARMADILLO400_GPIO_KEYS_IS_WAKE_SRC},
#endif
#if defined(CONFIG_ARMADILLO400_CON11_41_GPIO_2_30)
        {KEY_HOME,  GPIO(2, 30), 1, "LCD_SW3", EV_KEY, CONFIG_ARMADILLO400_GPIO_KEYS_IS_WAKE_SRC},
#endif
#endif /* CONFIG_MACH_ARMADILLO440 */
};

図 2.106 GPIO キーボードに関連する設定

struct gpio_keys_button の定義は、次のようになっています。

struct gpio_keys_button {
        /* Configuration parameters */
        int code;               /* input event code (KEY_*, SW_*) */
        int gpio;
        int active_low;
        char *desc;
        int type;               /* input event type (EV_KEY, EV_SW) */
        int wakeup;             /* configure the button as a wake-up source */
};

図 2.107 struct gpio_keys_button の定義(linux-2.6.26-at13/include/linux/gpio_keys.h)

struct gpio_keys_button のそれぞれのメンバを「表 2.14. struct gpio_keys_button のメンバ」に
示します。

表 2.14 struct gpio_keys_button のメンバ
メンバ名 説明

code キーコードの指定
gpio 使用する GPIO 番号を指定

active_low どのタイミングでキー入力を判断するかを指定
desc キーの識別する文字列を指定
type キー入力のイベントタイプを指定

wakeup GPIO キーボード入力でスリープ状態から起床するかどうかを指定

code メンバに、キーコードを指定します。gpio メンバには、使用する GPIO 番号を指定します。
active_low メンバを 1 に指定すると、GPIO のレベルが High から Low に変化したときに入力があった
と判断します。desc メンバには、キーの識別する文字列を指定してください。type には、キー入力の
イベントタイプを指定します。最後の wakeup メンバに 1 を指定すると、スリープ状態から GPIO キー
ボ ー ド 入 力 で 起 床 す る こ と が で き る よ う に な り ま す 。
CONFIG_ARMADILLO400_GPIO_KEYS_IS_WAKE_SRC は、Linux カーネルコンフィギュレーション
の、「System Type ---> Freescale MXC Implementations ---> MX25 Options ---> Armadillo-400
Board options ---> [*] Select GPIO Keys for wakeup source」をチェックすると 1 に、チェックを
外すと 0 に設定されます。
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より多くの入力キーが必要な場合
Armadillo-400 シリーズでは、キー入力として GPIO キーボードの他に、
キーバッドを使うこともできます。キーパッドでは、最大 4×6=24 個の
キー入力を扱うことができます。詳しくは、「Armadillo-400 シリーズソ
フトウェアマニュアル」の「キーパッド」の章を参照してください。
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